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特集　「超音波利用」　3．

ET時の黄体の評価（Bモード）
（本文 17 ページ　図 1参照）

Bモード画像とカラードプラ画像の比較
：らせん動脈

（本文 18 ページ　図 2参照）

プローブの当て方によるカラードプラ画像の違い
：らせん動脈、 ：突起

（本文 18 ページ　図 3参照）
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ET時の黄体の評価（ホルスタイン種）
（本文 19 ページ　図 4参照）

ET時の黄体の評価（黒毛和種）
（本文 19 ページ　図 5参照）
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発情時の卵胞・退行黄体
（本文 7ページ　図 3参照）

子宮の断面像
（本文 7ページ　図 4参照）

子宮・腟内の粘液貯留
（本文 7ページ　図 5参照）

特集　「超音波利用」　1．
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いろいろな「のう腫様黄体」
（本文 8ページ　図 6参照）

受胎時におけるのう腫様黄体内腔液の消失
（本文 8ページ　図 7参照）
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特集　超音波検査技術　1 
家畜人工授精師に超音波検査装置（エコー）は必要か？

全国農業協同組合連合会岩手県本部畜産酪農部　　
大津　信一　　

1． はじめに

　平成 30 年に「家畜人工授精師の超音波検査

装置の利用のガイドライン」（図 1）が提案され、

各地で人工授精師によるエコー利用の研修会が

開催されつつある。筆者も講師としてこの研修

会に参加しているが、エコーに対して過度の期

待を抱く技術者・生産者がいることが懸念され

る。人工授精において、エコー検査はあくまで

も直腸検査の補助であり、エコー利用により人

工授精の技術レベルが劇的に向上するとは考え

にくい。エコー検査でのみわかること、直腸検

査でのみわかることをよく理解し、技術者それ

ぞれのレベルにあったエコーの利用法について

考えてほしい。

技術情報

図 1　家畜人工授精師の超音波検査装置の利用のガイドライン
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2． エコーでわかること、わからないこと

 （1）エコーでわかること

　・組織の断面を映像化するため、物体の有無、

性質（液体～固体）、サイズがわかる。

　・卵巣では、卵胞・黄体の有無判別、形状、

大きさがわかる。

　・子宮では、子宮の太さ、子宮壁の構造、子

宮内容物の有無・性状がわかる。

 （2）エコーでわからないこと

　・触感（卵胞・黄体の硬さ・軟らかさ、子宮

の収縮・弛緩）がわからない。

　卵胞・黄体の触感（硬さ・軟らかさ等）

は卵胞ホルモン（E）・黄体ホルモン（P）

の分泌量と関係し、子宮の収縮・弛緩もE・

Pの血中濃度と関係する（図 2参照）。

　・エコーで映せない部位がわからない（卵巣

全体、子宮の先端までエコーで明瞭に映せ

なければ正確な診断はできない）。

3． 発情診断時のエコー活用について

 （1）発情を確定する条件の観察にエコーが有

効かについて以下に示す。

　・卵胞の有無：直腸検査で不明確な場合でも

エコーではわかる。

　・授精適期診断のための卵胞の波動感（図 3）：

卵胞表面の触感で判断するが、エコーでは

わからない。

　・退行黄体の有無（図 3）：直腸検査では触

診による黄体の硬さで判断するが、経験が

必要。エコーでは黄体の縮小で判断するが、

1時点の観察では断定できない。

　・収縮した浮腫状の子宮（図 4）：直腸検査

図 2　卵胞・黄体・子宮の触感の変化
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では触感で判断し、エコーでは、浮腫状の

子宮は観察できるが収縮性はわからない。

　・粘液の貯留（図 5）：直腸検査では子宮角

先端の触診、腟の圧迫による排出でわかる

が、経験が必要。エコーでは子宮内・腟内

の粘液の有無がわかる（だだし粘液性状は

わからない）。

 （2）発情ではないと診断するためのエコーの

活用について以下に示す。

　・卵胞がない：直腸検査で確定できなくても、

エコーではわかる

　・機能性黄体の存在：直腸検査では柔軟な黄

体（妊娠黄体等）や突起のない球形の黄体

は卵胞との判別が難しいが、エコーでは判

別可能。

　・弛緩した子宮：触感で判断するのでエコー

ではわからない。

　・異常な子宮内貯留物：汚れ、膿、妊娠等の図 3　発情時の卵胞・退行黄体

図 4　子宮の断面像

図 5　子宮・腟内の粘液貯留
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子宮内貯留物がエコーでわかる。直腸検査

では経験が必要。

4． 受精卵移植時のエコーの活用について

　・黄体の有無：直腸検査で不明瞭な場合でも、

エコーなら正確に大きさ・形状までわかる。

　・のう腫様黄体の診断（図 6）：直腸検査で

は難しいが、エコーなら卵胞のう腫との鑑

別、黄体組織の厚さまでわかる（のう腫様

黄体には様々な形態があり直腸検査での診

断は難しい）。黄体組織がエコーで明らか

に確認できれば移植可能と判断する。のう

腫様黄体の内腔液は徐々に吸収され、多く

の場合妊娠確認時には内腔がなくなり通常

の黄体になる（図 7）。

　・弛緩した子宮：触感で判断するのでエコー

ではわからない。

5． おわりに

　上述の内容をまとめると、人工授精時におけ

るエコーの活用は、発情の診断に有効だとして

も授精適期の診断にまでは有効とは言えない。

一方、発情ではないことを診断するにはエコー

が有効な場合が多く、無駄な授精を減らすこと

に貢献できると思われる。受精卵移植時におけ

るエコーの活用は、黄体を正確に診断すること

で、これまで黄体確認時点で移植を中止にして

いた牛に移植が実施されることが増えると期待

される。

図 6　いろいろな「のう腫様黄体」

図 7　受胎時におけるのう腫様黄体内腔液の消失
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　エコー利用の大きなメリットの一つは、直腸

検査の初心者が利用し、直腸検査所見の答え合

わせに用いることで、短時間に技術の上達が期

待できることである。しかしその場面では、卵

巣にある構造物が卵胞なのか黄体なのかの判断

に利用されるだけであろう。同じ大きさの卵胞・

黄体が発育中なのか閉鎖・退行しているのかは、

直腸検査による卵胞・黄体の触感と E・Pレベ

ルを反映する子宮の触感（弛緩、収縮）により

予測可能である。エコーに依存した技術者は、

診断時点が性周期のどのステージかを的確に捉

えることができるか懸念される。直腸検査でも

エコー検査でも 1時点の診断には限界があり、

7～10 日間隔で検査することにより診断精度を

上げることができる。そして、複数回の観察を

多く経験した技術者ほど 1時点での診断精度を

上げることができる。エコー利用による 1時点

での過信による診断に満足して技術スキルの向

上を妨げることがないよう、多くの症例を複数

回観察してスキルの向上に努めてほしい。

　エコーの利用により、直腸検査に自信がもて

る技術者が増え技術レベルの底上げが図られる

とともに、直腸検査ではわからないことをエ

コーで確認し診断精度が向上することを期待し

たい。

　なお、図の写真の一部は、「家畜人工授精師

のための牛の超音波検査マニュアル」（一社）

日本家畜人工授精師協会発行より引用した。



─ 10 ─

特集　超音波検査技術　2 
黒毛和種牛の超音波診断装置を利用した繁殖管理

宮崎県農業共済組合生産獣医療センター　　
上松　瑞穂　　

はじめに

　農林水産省が発表した畜産統計1）によると、

我が国における肉用牛の飼育戸数は平成 24 年

度には 65,200 戸、飼育頭数は 272 万頭であっ

たものが、令和 3 年度には 42,100 戸の 260 万

頭となり、一戸当たりの飼育頭数は 41.8 頭で

あったものが 61.9 頭と 1 戸当たり 20 頭の贈頭

が行われたことになっている（図 1）。42,100

戸のうち子取り用メス牛が居る戸数は 36,900

戸で、子取り用メス牛は 1,579,000 頭が飼育さ

れている（図 2，3）。子取り用メス牛を 10 頭未

満で飼育している農家は全体の 60 % を超えて

いるが、そこで飼育されている牛は 20 % にも

満たず、肉用牛の繁殖においても、高齢化した

技術情報

図 1　全国（肉用牛）飼育戸数・頭数の推移
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農家の廃業に伴い、法人経営化した大規模な農

場で飼育される牛が増加しているという現状が

ある（図 4，5）。

　10 頭未満の少頭数飼育であれば、1頭ずつの

個体管理によって繁殖管理はできるかもしれな

いが、頭数が増加するにつれて、個体管理だけ

でなく群管理が繁殖管理の面でも疾病管理の面

でも重要となってくる。

　宮崎県において、黒毛和種牛の超音波診断装

置を利用した繁殖管理について管理指導契約の

巡回指導の一部分として実施し、繁殖管理の高

位平準化を目的として獣医師が取り組んでいる

ことからその内容を報告する。

1． 繁殖検診の準備

　農場側の準備として、牛の名前、個体識別番

号、生年月日、発情日、分娩日、人工授精（AI）

日、受精卵移植（ET）日、繁殖障害の治療日

などを記録しておくように指示する。頭数が少

なければ、カレンダーを利用したり、ホワイト

図 2　日本における肉用牛戸数 (規模別戸数割合 )の推移

頭数区分

（頭）

図 3　日本における肉用牛頭数 (規模別頭数割合 )の推移

頭数区分

（頭）
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ボードを利用したりすることで記録は可能であ

るが、管理する頭数が 20 頭を超えてくると専

用の繁殖台帳の整理や、スマートフォンまたは

パソコン上で使用するソフトやアプリの使用が

推奨される。これらのソフトでは、分娩後一定

の期間を経た後に授精適期を表示したり、前回

人工授精から 21 日後の繁殖周期で発情回帰が

ないかノンリターン法による注意喚起をしてく

れたりする機能が備わっている。

　獣医師側の準備として、農場でのAI、ET、

分娩、治療の記録から繁殖管理用のシステムで

分析を行い、農場の妊娠率、JMRなどの繁殖

指数、分娩間隔、母牛の年齢のヒストグラム、

長期空胎牛、多回数のAI や ETを行った牛の

ピックアップなどを行う。これらの情報が整っ

ていることで、非妊娠診断、早期妊娠診断、妊

娠診断、分娩後生理的空胎期間を経たのちの子

宮卵巣の状態のチェックを行う（フレッシュ

チェック）ために繁殖検診を行うが、このシス

テムにより農場のニーズ、状態に応じて、任意

に直腸検査する日程を設定することができる。

当組合で最もポピュラーな日にちの設定として

は、非妊娠診断はAI 後 30 日、ET後 23 日から、

妊娠診断はAI 後 60 日、ET 後 90 日から、分

娩後のフレッシュチェックについては 41 日か

ら行っていることが多いが、子宮蓄膿症の多発

図 4　令和 3年度　肉用牛 (42,100戸・2,604,000頭 )の内訳

図 5　令和 3年度子取り用メス牛の規模別戸数及び頭数
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農場では例えばフレッシュチェックは 30 日か

ら確認する等、農場によって任意に設定してい

る。検診時の対象頭数が 20 頭を超える農場に

対しては、検診の当日あるいは前日にリストを

FAXやメール等で台帳を送付しておく。

2． 繁殖検診

　農場側での準備として、牛の所在の確認、ス

タンチョンロックや繋留など牛の保定がある。

現場の工夫として行っているのが「洗濯ばさみ」

の利用で、スタンチョンロックの金具の上側に

黄色は非妊娠診断、赤は妊娠診断、白はフレッ

シュチェックまたは要治療牛というように色分

けして検診前にはさんでおく。検診に入る獣医

師は、牛の後ろ側から牛に接近するので個体識

別番号等を確認することができないことが多

い。そのため洗濯ばさみの色を確認すること

で、自分が担当する牛の状態確認については、

主に何を行えばいいのか判断がしやすく診断ミ

スを防止したりタイムロスを少なくすることが

できる。

　非妊娠診断、妊娠診断、フレッシュチェック

全てにおいて超音波診断装置（エコー）を利用

して行う（図 6）。NOSAI 宮崎には現在約 120

名の獣医師が在籍しているが獣医師 1名に対し

て 1台以上のエコーを所持させている。今回は

繁殖分野における利用の話だけであるが、尿膜

管膿瘍や関節疾患の診断など幅広く診断を行う

ためにも利用されている。非妊娠診断において

は、卵巣における黄体の個数および状態、子宮

における羊水量、羊水の濁りの有無、絨毛尿膜

の分離の有無、胎子の大きさ（頭尾長）、胎子

の心拍数、多胎の確認等を主に行っている。こ

の時に胎子心拍の停止などを認めたり、羊水の

著しい濁りを確認したり、絨毛尿膜の分離を認

めたりした場合は、早期胚死滅の可能性や発情

回帰の可能性、また、次回発情時の人工受精時

の子宮頸管粘液の濁りの有無の確認を丁寧に行

うことなどをアドバイスする。これらの診断は、

エコーがない時代には行えなかった検査である

図 6　超音波診断装置による繁殖検診の様子
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と共に子宮におけるスリップ法を行わずとも良

いので、以前よりも安全に非妊娠診断が行える

ようになったと言える。妊娠診断は、文字通り

妊娠していることを確認する検査であり、50

日以前での妊娠診断をした場合は、60 日以上

での妊娠診断を行う方が良いとされている。そ

の根拠は、胚（42 日目まで）と初期胎子（56

日まで）の死亡率が高く、妊娠 28 日目から 42

日目までの妊娠喪失の確立は 11 %、42 日目か

ら 56 日目までは 6.3 %、残りの妊娠期間では

9 % であると報告されたことによる2）。胚死滅、

胎子死亡に伴う妊娠喪失が起こる原因は、生殖

器の先天的あるいは後天的な解剖学的異常、胚

および胎子の先天的あるいは後天的な異常、感

染症、内分泌異常、栄養・代謝障害等が理由だ

とされている。非妊娠診断を行う意義は、AI（ま

たは ET）後、発情回帰しなかったにも関わら

ず空胎である牛をいち早くピックアップして状

態確認することで次の発情に向かわせることで

ある。フレッシュチェックでは、分娩後子宮と

卵巣の状態をエコーにより診断することが大切

である。子宮の厚さ、内腔の大きさ、粘液の有

無、粘液の性状については、エコー所見から判

断することができる。粘液が多量に貯留してい

るような場合は子宮蓄膿症が最も疑われる所見

となる。牛が泌乳をしている場合、初回排卵は

発情兆候を伴わずに行われていることも多いこ

とから、フレッシュチェック時に卵巣に黄体が

形成されていることも多い。牛の繁殖障害の治

療においてプロスタグランジン製剤（PG）が

利用されることが多いが、黄体の状態について

も、エコーを用いて黄体内径の大きさが 1 cm

を超えるような場合は PGの投与時期を翌週に

ずらすなどの指示をすることがある。エコーを

利用することで黄体のステージを把握すること

ができるようになった。その他、卵巣所見とし

て、現場においては 10 mm以上の卵胞の有無、

卵胞嚢腫の有無、黄体の大きさ等についてエ

コーを利用して判断し、発情周期の中での当該

牛の状態をアドバイスしたり、ホルモンの投与

を行ったりする。

　これらの子宮と卵巣の状態については、全て

台帳に記録を行い牛ごとのカルテを作成した

り、システムに情報を入力したりするのに利用

する。

3． 繁殖データ

　繁殖検診で得られた牛ごとの情報をシステム

に入力することで、牛群の妊娠率や JMR等の

繁殖指数が得られる。妊娠率は 100 % に近いほ

ど良いが 60 % を切るような場合や、妊娠診断

後に PGを投与する（正常な黄体が卵巣に存在

している）場合等は、発情発見が十分に行えて

いたのか管理者に確認するようにしている。

JMRについては、10 を切ると優秀、10 以上 20

以下であれば良、20 以上であれば繁殖管理に

改善が求められているという判断をしている。

JMRが 20 以上の場合、長期空胎牛が多く居る

ことが多く、長期空胎牛リストで 120 日以上空

胎の繁殖牛はどの牛なのかを特定しマーカーを

付けるなどして、特別な注意を払うようにして

いる。

　繁殖検診はこのように繁殖データから牛群の

繁殖成績を得るために行っているという意味

と、個体ごとの治療を合理的に行うためにやる

という意味がある。群の繁殖成績が悪い場合、

理由はどこにあるのかは、個体ごとの繁殖障害

のありようからある程度推測がたつことがあ
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る。

4． 繁殖障害の対応方法

　分娩後 1か月以内に分娩前と比較してボディ

コンディションスコアが 1以上落ちて、フレッ

シュチェック時に卵巣静止（卵巣に 10 mm以

上の卵胞も黄体も存在しない）が多い場合は、

分娩・泌乳に伴った栄養が不足していないかを

疑い、給与飼料量の確認を行い、不足していれ

ば飼料設計に基づいて飼料を足す。

　フレッシュチェック時に子宮蓄膿症や子宮内

膜炎などの子宮疾患が多発する場合は、分娩前

後の衛生状態（床の衛生度や牛体の衛生度）を

チェックし、タンパク質の充足率が十分である

か、分娩後に胎盤を摂取することができている

かなど、分娩前後の衛生度を上げタンパク質

（CP）の充足を 100 % に設定するようにする。

　人工授精を行いたい時期に、発情兆候はあっ

ても排卵遅延が起こったり、卵胞嚢腫が多発し

たりするときは、ストレスの有無がないかを確

認し、給与しているタンパク質（DIP）と糖・

でんぷん類（NFC）の比率が 1：3 であるかを

確認する。

　妊娠率が低く、直腸検査によって黄体が確認

される個体が多い場合は、発情発見率が落ちて

いるので、管理者に発情発見ができなかったの

か、牛が発情行動を示さなかったのか確認する。

牛の発情行動がないか減弱化している場合は、

ボディコンディションの低下はないか、毛づや

の低下はないかなど牛を診て確認する。加えて

血液代謝プロファイルテスト（MPT）で、餌

として与えている飼料が体内で適切に代謝され

ているかを確認すると、さらに正確かつ適切な

飼料設計を行うことが可能となる。適切なボ

ディコンディションであっても血糖値が低いと

繁殖障害を引き起こすし、ベータリポたんぱく

質が低いと卵巣静止により発情兆候を示さなく

なる3）。

終わりに

　繁殖検診は、個体治療を寄せて集めて注射を

打つことではない。繁殖検診は繁殖障害が出な

いようにするにはどうしたらいいか、可能な限

り注射を打たないようにするにはどうしたらい

いか、牛が牛らしく発情を示して治療なく繁殖

供用されるようにするにはどうしたらいいかを

達成するために行うものであり、そのための

データを得るために超音波診断装置を用いた直

腸検査が有用になる。個体を正しく診断するこ

とは正しい治療方針の決定に役立つし、予防を

導くためのアイデアを与えてくれる。このよう

な考え方の繁殖検診が広まっていくことでわが

国の黒毛和種牛の繁殖成績は向上できると信じ

ている。

引用文献

 1）https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/tikusan/

attach/pdf/index-8.pdf

 2）Vasconcelos, J.L.M., Silcox, R.W., Lacerda, J.A., 

Pursley, J.R., Wiltbank, M.C. (1997) Pregnancy 

rate, pregnancy loss, and response to heat 

stress after AI at 2 different times from ovula-

tion in dairy cows. Biology of Reproduction, 

140.

 3）上松瑞穂、（2017）黒毛和種繁殖雌牛の血液代

謝プロファイルテスト、臨床獣医臨時増刊号、

68-74
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特集　超音波検査技術　3 
胚移植時の超音波画像診断装置の利用

岩手大学農学部共同獣医学科　繁殖機能制御学研究室　　
金澤　朋美　　

1． はじめに

　超音波画像診断装置（エコー）は牛の繁殖領

域において飛躍的に普及し、卵巣や子宮のより

詳細な観察が可能になりました。現在、日本国

内の農場で使用されているエコーは Bモード

が主体です。人やペットで一般的に使われてい

るカラードプラ法は、産業動物（牛や馬）にお

いても 1990 年代からその利用が試みられてい

ます。以前はカラードプラモードを搭載したエ

コーは大型で据え置き式のものでしたが、最近

では携帯型の機種が販売されていることから、

徐々に普及してきています。

　牛の胚移植（ET）時の受胚牛選定は、一般

的に直腸検査やエコーにより黄体、卵胞と子宮

を評価することで行われています。それに加え

て、最近ではカラードプラ法により黄体血流を

評価することが受胚牛選定に有効であることが

分かってきました。

　そこで本稿では、Bモードとカラードプラ法

を使用した受胚牛選定について解説します。

2． Bモードによる受胚牛選定

　Bモードは通常使用されている白黒画像で

す。プローブから出た超音波を臓器や組織が反

射し、プローブに戻ってきた反射波の強さを明

るさ（輝度）として表示しています。Bは輝度

（brightness）の略です。反射が強いもの（骨

など）は白く、反射が弱いものほど黒く（水は

反射がないため真っ黒）映ります。

 1）黄体の評価

　ETに適した黄体の条件として、1）十分な

サイズであること（図 1）；ホルスタイン種で

は長径 20 mm以上、黒毛和種牛では 18 mm以

上、2）柔らかく、3）突起が明瞭であることが

挙げられます。

　また、ET時には嚢腫様黄体のように内腔の

ある黄体によく遭遇します（図 1B）。嚢腫様黄

体は、排卵後 7 日間以上、直径 7-10 mm以上

の内腔が存在している黄体と定義されていて1）、

以前は受胎性低下の原因とされていました。し

かし、近年では内腔の有無や内腔のサイズに

よって血中黄体ホルモン（プロジェステロン；

P4）濃度、受胎性および発情周期の長さに差が

ないとされています2-4）。ホルスタイン種では

37-79 % の牛で黄体内腔が認められ、多くの牛

では排卵後 21 日までに内腔は消失しますが、

妊娠初期（21 ～ 48 日）まで残るものもありま

す1-4）。特に ETを実施する発情後 7 日前後は

技術情報
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内腔のサイズが最も大きくなる時期であり2-4）、

直径 10 mm以上の内腔が認められることもあ

ります。内腔の有無や内腔のサイズはETの受

胎率に差がないことが報告されているので1）、

ETの実施には問題ありません。ただし、内腔

の直径が 20 mm以上あり、黄体組織が薄い場

合は ETの受胎率が低い4）ので、ETは避けた

方が良いと考えられます。

 2）卵胞の評価

　以前は、ET時に直径 10-20 mmの大きな卵

胞があり、血中エストラジオール 17 β（E2）

濃度や E2/P4 比が高いと受胎率が低いとされて

いました7, 8）。しかし、ETを実施する発情後 7

日前後では 12-15 mmの卵胞が存在することが

一般的です9）。機能的な黄体が存在していれば、

15 mm 程度の卵胞があっても ETの実施には

問題ありません。しかし、子宮収縮や子宮内の

粘液貯留を伴い、血中 E2 濃度が高いことが疑

われる場合には除外します。

3． カラードプラ法とは

　カラードプラ法は、ドプラ効果を利用し血液

の流れをカラーで示します。黄体を映すと黄体

の周りに赤色と青色のシグナルが見えます。こ

れは、動脈と静脈を示しているのではなく、プ

ローブに近づいてくる血流を赤系色、遠ざかる

血流を青系色で表していて、速度が速いほど明

るく表示されます。

4． カラードプラ法を用いた黄体血流の観察

　黄体は、体の中で最も血管に富んだ組織の 1

つで5）、卵巣動脈から分岐するらせん動脈が黄

体を取り囲むように血管網を作っています6）

（図 2B）。この豊富な血管網は P4 の合成と分泌

に必要なため、黄体の血管形成は牛の妊娠の成

立と維持に必要不可欠です7）。そのため、黄体

血流は新しい黄体機能評価方法として着目され

ています。図 2 では、同じ妊娠黄体の Bモー

ド画像とカラードプラ画像を示しています。カ

ラードプラ法を使用すると、らせん動脈とそこ

からお椀状に黄体を取り囲む血管網が観察され

ます（図 2B）。また、らせん動脈は卵巣実質を

走行していて、黄体の突起に対して反対側（真

正面とは限らない）にらせん動脈の根元が見え

ます（図 3C）。

　カラードプラ法を用いて黄体血流を観察する

には注意が必要です。カラードプラ画像は、使

用する機種や設定によって表示される血流シグ

ナルの量に差があります。また、同じ黄体でも

描出する部位によっても表示される血流シグナ

ルが全く異なります。図 3に、少しずつプロー

図 1　ET時の黄体の評価（Bモード）
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ブの当て方を変えて同じ黄体を描出した画像を

示しました。黄体表面（図 3A）では血流が多

く表示され、最大径付近（図 3C）ではらせん

動脈をはっきり表示することができますが、黄

体周囲の血流は黄体の断面積に比較して少なく

表示されます。そのため、プローブを少しずつ

移動させて、黄体をくまなく観察してから血流

を評価して下さい。

5． カラードプラ法による受胚牛選定

　近年、ET当日の黄体の血流が多い牛は受胎

性が高いことが分かってきました8, 9）。ET当日

の Bモード画像とカラードプラ画像を図 4（ホ

ルスタイン種）と 5（黒毛和種）に示しました。

画像を記録した後にETを行い受胎した牛と受

胎しなかった牛の黄体の 1例です。黄体サイズ

が正常である牛を比較した場合、黄体血流面積

が大きい牛や黄体断面積に対する血流面積の割

合が高い牛では、受胎率が高いということが分

かっています8, 9）。さらに、黄体断面積に対す

る血流面積の割合が 40 % 未満の牛では受胎率

が低いと言われているため9）、黄体血流の評価

が受胚牛選定に有用であると考えられます。た

だし、「血流が少ない牛は絶対受胎しない」と

いうわけではないので、受胚牛の順位付けや移

植する胚を選択する際に血流評価を利用すると

効果的であると考えています。

6． おわりに

　カラードプラモードが付いているエコーはB

図 2　Bモード画像とカラードプラ画像の比較
：らせん動脈

図 3　プローブの当て方によるカラードプラ画像の違い
：突起、 ：らせん動脈
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モードのみのエコーに比べて高額であるため、

これまで全国的には普及していませんでした。

しかし、最近は価格を抑えた機種も販売されて

いるので、これから使用される技術者も増えて

くると思います。カラードプラを使用した方か

ら、「うまく血流を写せない」と言われること

があります。確かに、慣れるまでは難しいです。

最初はなかなか思った通りの画像を描出するこ

とも難しく、設定によっても画像は全く違うも

のになってしまうという問題点もあります。黄

体血流を評価しやすい設定を見つけるために

も、血流評価を正しく行うためにも、じっくり

と黄体にプローブを当てて練習しましょう。

引用文献

 1）Garcia A and Salaheddine M (2000) Ultrasonic 

図 4　ET時の黄体の評価（ホルスタイン種）

図 5　ET時の黄体の評価（黒毛和種）
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Ⅰ．はじめに

　鹿児島県の畜産産出額は農業産出額の 63 % を占め、肉用牛の飼養頭数は 34 万 1 千頭、飼養戸数 7,660 戸

と全国有数の畜産県である。近年は高齢化や後継者不足により農家戸数が減少傾向に推移しているが、1 戸

当たりの飼養頭数が増加に転じており年々規模拡大が進んでいる。また、子牛セリ市での子牛の評価は母牛

の産子数が若いほど好まれる傾向にあるため、繁殖素牛の更新も進んできている。一方で、県内における

2019 年の肉用牛の平均分娩間隔は 402.5 日であり、繁殖経営の指標とされる「1 年 1 産」には程遠い状況に

ある。このような状況の中、鹿児島県では 2022 年に本県にて開催が予定されている第 12 回全国和牛能力共

進会へ向けての計画的交配や分娩間隔の短縮に県を挙げて取り組んでいる。

　私が人工授精業務を営む曽於郡大崎町は鹿児島県の東部で大隅半島の東南部に位置し、太平洋に面した志

布志湾沿岸の温暖な気候に恵まれ、完熟マンゴーやパッションフルーツなどの生産が盛んであり農業が主幹

産業の町である（図 1）。

　また、農業産出額のうち畜産が 79 % のシェアを占めており、ブランド牛「鹿児島黒牛」の生産はもとよ

りブロイラーやうなぎの生産では日本一の企業の拠点でもある。そして、これらの特産品はふるさと納税の

返礼品においても全国屈指の人気商品となっている。さらには、資源ごみのリサイクル率が全国の平均

20 % に対し本町は 82 % と 12 年連続で日本一を達成し、その取り組みは世界からも注目されている。

　私は、2005 年に鹿児島県立農業大学校を卒業し、父が営んできた人工授精業務を引き継ぎ、飼養戸数 130

戸、年間 1,600 頭の黒毛和種の人工授精と体内受精卵移植を行っている。日々の授精業務では、人工授精を

依頼された牛が「1 年 1 産」を達成するべく地域の臨床獣医師との連携で分娩間隔の短縮に取り組んでいる。

 7．  黒毛和種牛における授精翌日の処置と受胎性の
関係

鹿児島県　原田　忠
（曽於地区家畜人工授精師会）

図 1　大崎町の概要とブランド牛「鹿児島黒牛」
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Ⅱ．これまでの取り組み

 1．発情の確認

　農家からの発情の稟告を受け、発情発見の時間から計算しておよそ 12 時間から 18 時間後に農場へ伺い発

情の確認を行う。発情の稟告を受けた牛の乗駕行動による尾根部の擦れ具合や、腟鏡とメトリチェックによ

る外子宮口の開き具合と粘液の状態の確認、そして左右の卵巣を直腸検査で触診し卵胞の有無を判断する。

このタイミングで人工授精が早いと診断したものは、発情発見から 24 時間後に再訪問し人工授精を実施す

る。この時、腟腔内や外陰部から膿汁または膿性粘液が発見されたもの、卵巣を触診した際に卵胞嚢腫と診

断したものはかかりつけの獣医師へ農家を通して治療を依頼する（図 2）。

 2．人工授精

　私がこれまで行ってきた人工授精では、基本技術を繰り返し忠実に行うことを心掛け、消毒を徹底してき

た。器具および外陰部の消毒にはアルコール綿花を使用し、腟鏡を用いて注入器の先端が腟壁に触れないよ

うに注意しながら外子宮口に挿入し、直腸腟法で子宮体へ注入している。凍結精液は、必ずストローを

37 ℃のお湯に 40 秒間浸して融解したものを使用している。

 3．日報と野帳の記録

　人工授精簿とは別に、日付ごとに巡回した農家名や人工授精を実施した母牛名および使用した精液を記し

た日報と、人工授精を行った牛の情報や状態を記した野帳を人工授精時に活用している。これらを人工授精

時に確認することにより、前回授精後の 20 日以内の再発情で異なる種雄牛の精液の使用防止や、トレサビ

リティの番号と牛の確認、個体ごとの発情傾向や産歴および治療歴を把握することができる。

図 2　メトリチェックによる粘液の状態の確認
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 4．リピートブリーダーと子宮内膜炎への対策

　① 前述の手技で分娩後 2 回までの人工授精で受胎に至らなかった個体、あるいは ② 粘液の状態をメト

リチェックにて確認した際に粘液内にわずかな膿断片が見られたが人工授精を実施した個体については、人

工授精の翌日に排卵確認を実施し、未排卵の場合は再授精を行う。排卵が確認された場合は、農家を通して

かかりつけの獣医師に薬液注入もしくは子宮洗浄を依頼している。さらには、処置の内容を確認し記録して

いる。

　近年、潜在性子宮内膜炎について多くの研究がなされており1）、また人工授精後の薬液注入による受胎率

の向上が示唆されている2）。そこで、黒毛和種牛における授精翌日の処置と受胎性の関係について後向き調

査を実施し、今後の分娩間隔の短縮に活用できないか検討した。

Ⅲ．材料および方法

　過去 5 年間（2015 年から 2019 年）において人工授精実施の翌日に治療した個体を治療群（508 回）、過去

1 年間（2019 年）における無処置の個体を無処置群（1,617 回）とし、合計 2,125 回の人工授精実施牛を供

試対象として両群における受胎率を比較した。

　治療に至る判断基準は、2 回の人工授精で受胎しなかったもの、および発情時に粘液内に微量の膿断片を

確認したが人工授精を実施したものとした。

　また、治療群のうち子宮内に薬液を投与した群を薬液注入群（426 回）、子宮洗浄した群を子宮洗浄群（82

回）として両群の受胎率を比較した。なお、不受胎個体についてはその後の授精記録も追跡し、観察期間ま

でに同一産次内に受胎に至らなかった個体を同一産次不受胎個体とし、その割合（同一産次内不受胎率）を

両群間で比較した。

　さらに、薬液注入群について抗生物質を投与した群を抗生物質群（72 回）、イソジンを投与した群をイソ

ジン群（354 回）として、当該授精による受胎率、および同一産次不受胎率を両群間で比較した。

　統計解析にはカイ二乗検定を用い、有意水準を 5 % 未満、5 % 以上 10 % 未満を有意傾向とした。

Ⅳ．結果

　治療群の受胎率は 55.1 % であり、無処置群の受胎率（75.4 %）と比較して有意に低かった（図 3）。

　治療方法別の受胎率は、薬液注入群（56.8 %）が子宮洗浄群（46.3 %）と比較して高い傾向が認められた

（図 4）。

図 3　治療群と無処置群の受胎率の比較（＊：P＜ 0.01）
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　同一産次内の治療法別の受胎率は、2 群間に差は認められなかった（薬液注入群：37.0 % vs 子宮洗浄群：

34.1 %；図 5）。

　イソジン群の受胎率（56.9 %）は抗生物質群の受胎率（55.7 %）と差を認められなかった。さらに、その

後の同一産次内の不受胎率についても同等であった（イソジン群：35.9 % vs 抗生物質群：41.9 %；図 6）。

Ⅴ．考察

　無処置群は初回、2 回目までの人工授精における受胎率（75.4 %）を示しており、肉用牛における 1～3 回

図 4　薬液注入群と子宮洗浄群の受胎率の比較（＊：P＝ 0.08）

図 5　同一産次内受胎率の比較

図 6　イソジン群と抗生物質群の比較
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目受胎率 50.1 %（家畜改良事業団 H29 年受胎調査成績より）と比べ良好な結果が得られている。その後の 3

回目の人工授精実施時に卵胞嚢腫やその他明瞭な異常が認められない牛において処置（薬液注入、子宮洗浄）

を行ったところ、55.1 % の受胎率が得られた。子宮洗浄群に比べ、薬液注入群の受胎率が高い傾向がみられ

たことから、分娩後から 3 回目の人工授精時までにおいて子宮内感染があったのではないかと考えられる。

　同一産次内受胎率において薬液注入群と子宮洗浄群との間に差は認められず、イソジン群と抗生物質群に

おける受胎率、同一産次内不受胎率に差が認められなかったことから、不受胎の原因が子宮以外にも要因が

あることが示唆された。今回は無作為に処置方法が決定されており、超音波検査やサイトブラシによる子宮

内環境の客観的評価に基づいた処置方法の決定が必要であることが考えられる。これらは授精師単独で判断

出来るものではなく、獣医師と連携し適切な処置方法を決定する必要がある。現場では作業の煩雑性により、

メトリチェックやサイトブラシによる検査は敬遠されがちである。メトリチェックは授精師、サイトブラシ

は獣医師が実施するなど役割分担を明確にし、お互いの情報を共有することが効果的な処置方法を決定し受

胎率の向上に寄与するものと考えられる。

　私達の地域では、分娩後 30 日～40 日に行うフレッシュチェックは普及していない。黒毛和種牛において

早期離乳を実施していると、分娩後早期の発情回帰が確認されるため、フレッシュチェックの重要性が見落

とされがちである。3 回目の人工授精や発情時の膿性滲出物が確認された時点での処置ではなく、より早期

の処置開始が分娩間隔の短縮へ必要な手段であると考えられる。

　今回、授精翌日の処置による受胎率の向上が示唆された。しかしながら、客観的評価による処置方法の決

定が必要であることも明らかになった。今後は客観的評価方法を取り入れ、適切な処置方法により更なる受

胎率の向上が出来るよう努力していきたい。

　最後になりますが、今発表にあたり御指導頂きました宮崎大学農学部の大澤健司教授と佐々木羊介准教授

に深謝致します。

参考文献

 1）大澤健司（2011）日本家畜臨床感染症研究会誌，6，115-121．

 2）秋田真司（2017）家畜感染症学会誌，6，27-33．
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Ⅰ．目的

　生産農家からの依頼を受けて受精卵移植を行う際、とくに未経産牛では黄体が小さく移植には不適合と判

断し、技術者として移植を中止したいと考えるケースが多いと感じている。しかし、畜主には「人工授精で

は受胎しない」、あるいは「畜産クラスター事業で購入した受精卵だから移植したい」などの様々な意見が

あるため、最終的な判断を悩むことが多々ある。

　「黄体が小さい」、あるいは「大きい」といった黄体サイズと受胎率との関連についての報告は多いが、黄

体に大小があることが何に起因しているのかは明らかにされていない。

　そこで、黄体が小さいことの原因を、日々の活動で得られた様々なデータを用いて調査するとともに、得

られた情報から受精卵移植への取り組み方を考察することとした。

Ⅱ．材料と方法

　調査は、月平均 40 頭の未経産ホルスタイン種に黒毛和種受精卵を移植している農家に協力をしてもらい、

2020 年 1 月から 2020 年 4 月までの間に移植対象となった 135 頭について行った。

　これらの受卵牛の直腸検査を行い、長径 2 cm以下の黄体であった個体を「黄体の小さな牛」とし、全体

の成績と比較した。

　比較項目は、この農家で記録されている発情兆候を示した日、発情確認日、出血確認日、ならびに移植実

施日から、発情周期、兆候の発生率、兆候ごとの受胎率を算出した。

Ⅲ．結果

　直腸検査の結果、「黄体が小さい」と判断した個体は 12 頭であった。

　（1）発情兆候の割合および発情周期の違い

　通常業務の中で移植予定を設定した牛の発情兆候の発生率を、農家の記録から調査した。

　全体の結果では、発情確認のみが 53 %（71/135）と半数を占めており、次いで発情確認をした数日後に

出血を目視で確認した個体が 31 %（42/135）、そして発情兆候が確認できず出血が確認でき、かつ排卵確認

を行った牛が 16 %（22/135）という結果であった。

　さらに、黄体が小さいと判断した牛では、発情確認のみが 75 %（9/12）、次いで発情確認後に出血を目視

確認している牛が 17 %（2/12）、出血確認のみが 8 %（1/12）であり、多くが発情確認のみという結果であっ

た（図 1）。

　そこで、黄体が小さい原因と発情周期の関係性を確認するため、移植を行わずに次回の発情周期を確認し

てみたところ、平均 21 日と変わりなかった。

 8．  受精卵移植時に黄体が小さい牛の原因はなにか
北海道　中村菜々

（本別町農業協同組合）
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　（2）発情兆候ごとの受胎率

　黄体が小さい牛に対する移植は中止したため、全体頭数から 12 頭を除いた 123 頭を対象に、発情兆候ご

との受胎率を算出した。その結果、発情確認のみが 58 %、出血確認のみが 52 %、発情確認と出血を目視確

認している牛が 70 % と、発情と出血両方確認している牛が高い傾向にあった（図 2）。

　（3）出血までの日数ごとの受胎率

　発情兆候ごとの受胎率で最も高かった「発情と出血を両方確認している牛」について、発情確認後に出血

を目視確認するまでの日数を調べたところ、1日から 3日と頭数のばらつきは少なかった。しかし、日数ご

とに受胎率を算出したところ、1日が 73 %（8/11）、2 日が 89 %（16/18）、3 日が 36 %（4/11）と 3 日の受

胎率が急激に低下していた（図 3）。

　この結果から、排卵の時期に遅れが生じていることが関与しているのではないかと想定した。

図 2　発情兆候ごとの受胎率

図 1　移植予定を組むまでの発情兆候割合・発情周期
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　（4）移植予定日を遅らせた移植結果

　黄体が小さいことの一つの原因として、排卵が遅れたために移植予定日の黄体は若く小さい状態であった

可能性があるのではないかと考え、黄体が小さい牛を移植予定日以降、連日触診して黄体の状態の変化を観

察した。

　すると、少しずつではあるが、黄体は大きくなる傾向が認められた。そこで、8日目で変化があった 3頭

へ移植を行ったところ、1頭が受胎した。

　発情兆候の記録を確認したところ、不受胎の牛は発情のみの確認であったが、受胎した牛は発情と出血の

両方を確認しており、発情から出血まで 2日経過していた（表 1）。

Ⅳ．考察

　受精卵移植を実施する前の黄体確認を行った際、黄体が小さく移植には不適合と判断することがある。そ

の原因を調べたところ、発情後の観察で出血が観察できたまでの日数が長い個体の多くが不受胎であった。

そこで、移植予定日を延ばし、従来の予定日より遅らせて移植を行った個体で受胎が得られた。これらの結

果から、移植予定日に黄体が小さかった個体は排卵が遅れたことにより、移植予定日当日では黄体が若い可

図 3　出血までの日数ごとの受胎率

表 1　移植予定日を遅らせて移植

発情確認＋出血目視確認
出血までに「2日」経過していた。
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能性があると考えられた。

　これまで、移植予定日の設定には発情確認日を基準とする例が多く、排卵確認をしていない場合が多かっ

た。一般に、受胎率を向上させるための方法として、これまでの多くの報告では発情後日数と受精卵のステー

ジを合わせることが良いとされていることから、移植予定日を計画する際には、発情確認と排卵確認をした

後に移植予定を設定することが重要であることが改めて確認できた。

　さらに、受卵牛の黄体が小さく移植対象から除外すると判断する場合でも、連日触診することにより移植

予定日以降に移植が行える可能性が示された。

～質問と回答～

Q ．発情行動のみ基準とする移植日決定よりも、出血観察によって、より適した移植日がわかることを示唆する興
味深い発表でした。発情観察時に一斉に排卵誘起を行うことは、省力化の観点から有意義であると考えられま
すか？

A．ホルモン処置等で排卵誘起を行うことは省力化になると思います。ですが、頭数が多いのでなかなか取り入れ
られないと思います。もし研究を通して取り入れるとするなら、発情確認のみで 2日目まで出血が確認されな
い場合に排卵誘起を行うのがいいのではないでしょうか。

Q ．「出血」イコール「排卵確認」とは限らないのではないでしょうか？それとも全頭触診したのでしょうか？黄体
が小さかった 12 頭のうち、「8日目に変化があった 3頭へ移植を行った」とのことですが、残りの 9頭の黄体
には大きさの変化を認めなかったということでしょうか？だとすれば、それはどういう状態だったとお考えで
しょうか？

A．研究協力農家、授精師としても出血＝排卵確認とは考えていません。協力農家では、出血をしていても発情行
動を見せていない、発情がありそうだったなどがあるため、出血すべてが排卵出血とは考えていません。
　黄体が小さい牛の残りの9頭ですが、次回移植予定日でも黄体が小さい牛は移植した牛を含めると5頭でした。
残りの牛は、次回移植予定日には、通常通り移植を行えるくらいの黄体でした。
　次回移植予定日でも黄体が小さい牛で、移植を行えなかった 2頭は、10 日目まで見ても、大きさは変わって
いかないのですが、排卵点では進みすぎていくようになり、移植を中止にしました。
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Ⅰ．はじめに

　牛体の衛生状況、とくに乳房の汚れは乳房炎の発症につながることがわかっている。また、乳房炎と繁殖

成績についても Schrick ら（2001）や Santos ら（2004）、Klaas ら（2004）など多くの研究者によってその

関連性が報じられている。

　本研究では牛体の衛生状況と乳房炎、乳房炎と繁殖成績に関連性があることから、牛体の衛生状況と繁殖

成績の関係について調査を行った。

Ⅱ．材料と方法

　釧路管内 79 農場（つなぎ牛舎/52 農場　フリーストール/27 農場）において、牛体衛生スコア（米・ウィ

スコンシン大　N. B. Cook；表 1）を参考に、スコア 1 をきれい、スコア 2 および 3 を普通、スコア 4 を汚

いとし 3 段階で個体の部位を評価した。大腿・下肢・乳房の 3 項目中 2 項目以上がきれいな個体をきれいな

牛、3 項目中 2 項目以上が汚い個体を汚い牛、どちらでもない個体を普通の牛とした。牛郡内の各評価の割

合によってきれいな牛の割合× 5 点、普通の牛の割合× 3 点、汚い牛の割合× 1 点として牛群の合計点数が

25 点以下を汚い群、26 ～ 35 点を普通群、36 点以上をきれい群とした。

　牛群検定 WEB システム DL 総合グラフ（令和 2 年 6 月期データ）を用いて各牛群の繁殖項目および乳質

項目の成績を比較した。

 9．  牛体の衛生状況が繁殖成績へ与える影響
北海道　白井　志

（釧路家畜人工授精師協会技術研究部会）

表 1　牛体衛生スコア
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Ⅲ．結果

　図 1 に繁殖 9 項目、図 2 に乳質 5 項目の平均要改善項目数と要改善項目がなかった農場の率を示した。

　つなぎ牛舎では繁殖・乳質ともにきれい群・普通群に対して汚い群は要改善項目が多い傾向にあった。ま

た、繁殖項目ではきれい群・普通群では要改善項目が 0 の農場が存在していたが、汚い群ではすべての農場

で要改善項目があった。フリーストールでは繁殖・乳質ともにきれい群・普通群に対して汚い群は要改善項

目が若干少ない傾向にあるがほぼ差は見られなかった。また、繁殖・乳質ともに各群に要改善項目が 0 の農

場が存在していた。つなぎ牛舎に対しフリーストールは繁殖・乳質ともに平均要改善項目数が少ない傾向に

あった。

　つなぎ牛舎において差がみられることから、つなぎ牛舎における繁殖 9 項目の要改善農場率の内訳を図 3

に、乳質 5 項目の要改善農場率の内訳を図 4 に示した。

　繁殖 9 項目においてきれい群に対して汚い群は 100 日以上未授精割合・初回授精受胎率・2 回目以降受胎

図 1　繁殖 9項目　要改善比較

図 2　乳質 5項目　要改善比較
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率では要改善率が低く、他 6 項目では要改善率が高い傾向にあった。とくに、空胎日数・200 日以上空胎割合・

妊娠率の 3 項目で大きく要改善率が高かった。また、乳質 5 項目においてきれい群に対して汚い群はすべて

要改善率が高い傾向にあった。

Ⅳ．考察

　牛体の衛生状況は、牛床など環境的な衛生状況の影響を受けやすい。

　つなぎ牛舎では牛の休息場所と搾乳場所が同一であることから、環境的な衛生状況の悪化≒牛体の衛生状

況の悪化が搾乳時の衛生状況に直結しやすく、乳質の低下・乳房炎の増加を招き、繁殖低下につながってい

るのではないかと推察される。

　一方、フリーストールでは休息場所と搾乳場所は別であり、搾乳時の衛生状況が糞尿の影響を受けづらく、

乳質の低下・乳房炎の増加を食い止め、繁殖低下を抑制しているのではないかと推察される。

　きれい群に対して汚い群は受胎率に問題を抱える農場が少ないにも関わらず、空胎日数・200 日以上空胎

割合・妊娠率に問題を抱える農場の率が高い傾向にあった。これらの項目には発情発見率が大きく関係し、

きれい群に対して汚い群は発情発見率に問題を抱える農場の率が高い傾向にあった。

　発情発見率には人的要因・牛的要因など様々な事柄が影響するが、衛生状況の悪化もその要因の一つとな

図 3　つなぎ牛舎における繁殖 9項目の項目別要改善率比較

図 4　つなぎ牛舎における乳質 5項目の項目別要改善率比較
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ると考えられる。衛生状況の悪化からもたらされる乳房炎は牛に炎症反応に対するストレスを与え、作業者

には作業の増加により発情発見に費やせる時間を奪うと推察される。また、牛体の汚れが体温低下やかゆみ

等のストレスの原因となり、発情鈍化につながることが推察される。つなぎ牛舎ではスタンディングなどの

行動による発情発見より粘液での発情発見が主となりやすい中、牛床の汚れは粘液の発見にも支障をきたす

のではないかと推察される。

　本研究においてフリーストールでは牛体の衛生状況による繁殖・乳質への影響は見られなかったが、つな

ぎ牛舎では影響となりえることが推察された。

　農場ごとに環境が異なるため牛体の衛生状況が悪化する要因はそれぞれではあるが、こまめな除糞・敷料

交換で牛床を衛生的に保つ、暑熱対策を徹底することで体熱冷却のために糞尿などの上に横臥することを減

らす、パーテーションすることで隣の牛床に糞尿をさせないようにするなど可能なことから対策を行うこと

で牛体を衛生的に保つことが必要と考えられる。

　衛生的な環境は牛体を衛生的に保ち、牛にとって快適であるとともに、そこで働くものすべての作業を快

適にすると考えられる。快適に作業を行える環境は作業に対する意欲の向上にもつながり、目に見えないプ

ラスの要因として農場を支える原動力になると考えられる。
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家畜における胚生産と胚移植の統計（2019 年）

《IVD 胚から IVP 胚への生産様式の転換》
By Joao Viana, Chair – IETS Data Retrieval Committee 

(henrique.viana@embrapa.br) 
In: Embryo Technology Newsletter, Vol. 38, No. 4, 2020.

訳：日本胚移植技術研究会　小島敏之、牛島　仁、橋谷田　豊　

1． 全体の概要

　IETS Data Retrieval Committee（以下、

DRC；データ検索委員会）は、2019 年の胚移

植（ET）に関する活動データを世界中から集め、

2020 年にまとめて第 29 回年次報告書として以

下に示す。

　2020 年、データ提供国の数は 2019 年と比べ

てわずかながら減少した（39 vs. 42；表 1）。こ

れはヨーロッパ（ボスニア・ヘルチェゴヴィナ、

エストニア、ハンガリー、ポーランド、ウクラ

イナ）から報告がなかったことが原因である。

　アジア地域は世界の趨勢と大きなギャップを

生じており、アジア地域 48 ヵ国からわずか 2 ヵ

国からの報告があったのみで、大型家畜の数が

多いインドや中国および ET 産業が活発な日本

のデータを集めることができなかった。

　中米のデータは南米のデータとまとめて示し

たが、多くのカリブ海諸国の ET 活動記録が欠

如しているので、これらの地域でデータを報告

している割合が比較的低い結果になっている

（25.0 %）。実際のところ、南米諸国の 8/13 ヵ

国（61.5 %）が 2020 年に ET に関するデータ

海外情報

表 1　胚移植に関するデータを提供した国の数と割合（地域別及び動物種別）

1 IVD：生体内由来胚；IVP：体外受精由来胚
2 鹿、豚、バッファロー
3 南米および中米
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表 3　2019年に移植された IVD胚および IVP胚の地域別データ（牛、馬、羊、山羊）

を提出した。

　2019 年における主要な 4 つの家畜での世界

の ET 産業の実績値を、表 2（総胚生産個数／

総胚回収個数）および表 3（移植された胚の個

数）に要約する。

　2014 年以降、初めて前年に比べ牛の総胚個数

が減少した（1,419,336 個 vs.1,499,367 個；－5.3 

%）。全体の個数の減少は、IVD 胚の個数が顕

著に減ったことによるもので（378,769 個 vs. 

469,967 個；2018 年比、－17.5 %）、牛胚の生産

様 式 が IVD（in vivo derived） 胚 と IVP（in 

vitro produced）胚に分岐する傾向がみられた。

　一方、IVP 胚の生産はプラトーに達した

（1,031,567 個 vs. 1,029,400 個；2018 年、＋0.2 %）。

　牛の IVD 胚の回収個数の減少は、すべての

地域で共通してみられた現象であった。牛にお

いて IVP 胚個数が増えて IVD 胚個数を追い越

す生産様式の変化は、IVP 胚割合の増加による

ものであり、2018 年ではすべての移植可能胚

の 68.7 % であったのが、2019 年には 72.7 % に

増加している。牛の ET データを報告した

36 ヵ国のうち、23 ヵ国（63.9 %）が体外胚の

生産（IVEP；in vitro embryo production）を

報告している。

　同じような状況は、羊と馬でもみられた。羊

と馬で移植可能胚の総個数は増加したが（それ

ぞれ、＋19.9 % および＋31.6 %）、最も顕著な

変化は IVP 胚の個数でみられた（馬で 2,453 個

表 2　2019年に生産された移植可能な IVD胚および IVP胚の地域別データ
（牛、馬、羊、山羊）



─ 36 ─

から 6,303 個、＋157.0 %；羊で 512 個から 1,137

個、＋122.1 %；いずれも 2018 年と 2019 年の

比較）。

　2018 年には、IVP 胚は馬の総胚個数の 10.3 %

および羊の総胚個数の2.9 %を占めるだけであっ

たが、2019 年にはそれぞれ 22.1 % および 4.8 %

を記録した。この傾向は、山羊の胚ではみられ

ず、2018 年と比較して IVD 胚および IVP 胚と

もに減少した（それぞれ－0.9 % と－8.6 %）。

しかし、山羊では 5 ヵ国のみから胚移植データ

の報告があっただけである。この数値は実際よ

りも少ないと思われ、山羊における動向を正確

に分析することを不可能にしている。

　興味深いことに、2019 年に移植された牛胚

の 個 数 は 2018 年 よ り も わ ず か に 減 少 し た

（1,117,151 個 vs. 1,129,041 個；2018 年、－1.1 

%）。回収されて移植された IVD 胚の割合はほ

ぼ同じ割合で減少したが（それぞれ、－17.5 %

と－17.1 %）、移植された IVP 胚の個数は 7.3 %

増加した。つまり、2019 年には 2018 年と比べ

て、より多くの IVP 胚が移植された（それぞ

れ、77.3 % vs. 72.2 %）。

　この傾向は、すべての地域で観察された。生

産された IVP 胚の個数と移植された IVP 胚の

個数の間の差異は、南米ではより小さくなった。

南米では、生産された IVP 胚の個数は北米よ

りも少なかったにも拘わらず、移植された IVP

胚の個数では勝っており、2018 年の状況と同

様であった。

　凍結 IVD 胚の使用において、有意な変化は

検出できなかった（2019 年；60.8 % vs. 2018 年；

60.1 %）。それとは逆に、移植された凍結 IVP

胚 の 割 合 は 2018 年 の 26.8 % か ら 2019 年 の

43.9 % に増加し、2013 年から 2017 年までみら

れていた傾向に戻った。

　要約すると、2018 年の世界の牛 ET 産業は

IVD 胚と IVP 胚の生産様式の分岐傾向が特徴

であった；IVD 胚の生産個数と移植個数が減

少したのに対し、IVP 胚の移植個数が増加した。

　超低温保存されたものだけではなく、実際に

移植された IVP 胚の割合が増加したが、胚生

産全体が増加したわけではなく、世界中で

IVEP システムの採用が進展したことを示唆し

ている。さらに、羊と馬でも IVP 胚の総個数

は有意に増加した。

2． はじめに

　DRC は、家畜における ET 産業の統計数値

を集めて解析して発表する役割を担う IETS 所

属の委員会である。今年、DRC は 2019 年の

IVD 胚の回収と移植、および IVP 胚の生産と

移植に関する世界中の ET 活動に関するデータ

を提供する第 29 回年次報告書を作成した。こ

の報告書に示された結果は、DRC のミーティ

ングで議論され、次年度の胚移植データ収集の

あり方を決定するのに利用されることになる。

3． データの集計方法

　データ収集は、Perry（2014）が過去の報告

書で用いた標準的な方法に従った。

　要約すると、ET 活動は各国のデータ収集者

によってそれぞれの国を代表して報告された

か、あるいは実務家や企業（例えば、IVEP ラ

ボ）の代表者から個別に報告されたもののいず

れかであった。いくつかの国のデータ収集は、

国家の胚移植／胚生産に関する協会とリンクし

ていた：アルゼンチン（アルゼンチン ET 学

会；SATE）、ブラジル（ブラジル ET 学会；
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SBTE）、カナダ（カナダ ET 協会、CETA）、

メキシコ（メキシコ ET 学会；META）、パラ

グアイ（パラグアイ家畜繁殖学会；APRA）、

ペルー（ペルー家畜繁殖学会；ASPRA）、米国

（米国 ET 協会；AETA）。

　EU 加盟国およびその他のヨーロッパ諸国で

は、データはヨーロッパ ET 協会（AETA）に

代わって地域のデータ回収者によって提供され

た。データはまた、海外で働いている ET チー

ムや ET 企業から報告される場合もあった。 

2～3 の国では、これは ET 活動の情報を得る

唯一の情報源であった。

　これに対して、チームや企業から寄せられる

データが地域の代表機関により報告されている

データと同様であった場合、重複を避けるため

にそのデータは採用されなかった。地域のデー

タ回収者および地域の協力者の最新のリストは、

Appendix 1（注：本稿では省略）に掲載した。

　データは、それぞれの国のデータ収集者によっ

て直接 IETS のウェブサイトにアップロードさ

れるか、もしくは DRC の Chair に送られた。

　こうして集まったデータベースを制御するソ

フトウェアは、データ提出用紙に明示された基

準によってまとめられたデータが入ったマイク

ロソフト Excel.csv ファイルにまとめられた。

　結果の要約は、表 4～表 14 に地域、技術

（IVD あるいは IVP）あるいは動物種によって

分類して示されている。南米の数値には、南米

と中米の諸国から集められたデータが含まれて

いる。各国の詳細な情報は、Appendix 2～

Appendix 6（注：本稿では省略）で閲覧できる。

　データはまた、図 2～図 5 で示されている年

次ごとの推移を考察するのに用いられた。

4． 結果

　データ検索

　DRC は、過去数十年にわたって主に地域の

ET 協会の努力、および地域のデータ収集者の

ご厚意によりヨーロッパとアメリカ大陸の ET

データを回収してきた。

　IVP 胚の集計結果は、IVEP ラボの協力によ

り数字を開示した。これらの地域の包括的な

ET データは、何年にもわたって ET 産業の主

要で特徴的な傾向を表してきた。

　2019 年、北米の全地域（3/3；100 %）、南米

の大多数（8/13；61.5 %［中米を除く］）およ

びヨーロッパの代表的な国々（22/47；46.8 %）

を含む計 39 ヵ国（図 1）からデータを集める

ことができた。

　データを報告してきた国の数に多少の変動が

あることは予想でき、これはデータ収集と報告

に問題があったというよりも、むしろカリブ海

諸国や東ヨーロッパのようなあまり ET 産業が

活発でない地域における変化を反映している。

　実際のところ、2018 年にデータの報告があっ

たヨーロッパの国のうち、2019 年に報告がな

かった国は、2018 年にヨーロッパで記録され

た総胚個数のわずか 1.3 %（2,565/193,096）を

占めるのみであった。

　同様に、南アフリカを除くアフリカでは ET

はほとんど利用されていないか、黎明期かのい

ずれかである。アフリカ大陸からの報告数が低

いのは、この地域の真の姿を反映しているよう

に思われる。

　これに反して、大洋州とアジア地域からの

データの報告には一貫性に欠け、これらの地域

の実像をぼやけたものにしている。文化面、規

制面、ET 協会の欠如、あるいは学会の関与の
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低さなど、さまざまな理由がこの状況を生み出

している。

　例えば、日本は ET 産業が活発なことはよく

知られているが、国内の政策の変化で 2016 年

以降、データの報告が停止している。海外で活

動している ET チームはアジアと大洋州のデー

タを提供しており、これらの地域のデータの

ギャップを埋めるのに貢献している。

4．1　数値で見る ET産業

4．1．1　牛、IVD胚

　2019 年、計 1,480,821 個の移植可能胚が回収

されるか、もしくは生産された。この数字は前

年の 2018 年との比較で 5.3 % の減少を示し、

2014 年以降初めて減少した。それでも、総胚

個数は 2017 年以降 1,4000,000 個を上回ってい

る。胚のタイプ別に見てみると、IVD 胚およ

び IVP 胚の割合は、それぞれ全体の 27.3 %

（387,769 個）および 72.7 %（1,031,769 個）であっ

た。

　2019 年の子宮灌流の回数、回収された卵子

およびそのうちの移植可能胚の個数を地域別に

表 4 にまとめた。

　牛 IVD 胚の回収は依然として最も広く利用

表 4　地域別の牛 IVD胚の回収

図 1　2019年の ETに関するデータを提供した国（灰色）を示している。
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されている技術であり、ET データを報告して

いる 36 ヵ国のうち 29 か国（80.1 %）で報告が

ある。これに対して、IVD 胚の個数は 2015 年

以降減少し続けており、2019 年の数値は 2018

年より 17.5 % 低くなった（それぞれ、387,769

個 vs. 469,967 個）。移植可能な IVD 胚も、そ

れと比例して減少した（それぞれ、319,961 個 

vs. 386,133 個；－17.1 %）。回収された IVD 胚個

数の減少は、広範にみられた：アフリカで－33.6 

%、アジアで－42.0 %、ヨーロッパで－11.6 %、

北米で－19.0 %、そして南米で－16.6 % を示し

た。

　過剰排卵の効率において大きな変化はみられ

ず、胚回収 1 回当たりの卵子および移植可能胚

の推定個数は比較的安定していた（それぞれ、

2019 年の 10.5 および 6.4 vs. 2018 年の 10.2 お

よび 6.2、2017 年の 10.6 および 6.4）。

　2018 年と同様、2019 年も北米では米国が回

収された IVD 胚の過半数を生産した（56.5 %）。

米 国 で は IVD 胚 の 個 数 は 2018 年 と 比 べ て

18.2 % 減少したが、それでも世界の総合計の

43.3 % を占めている。北米および南米の IVD

胚の過半数は肉用種（それぞれ、68.3 % および

62.8 %）由来で、ヨーロッパにおける乳用種が

優勢な状況と対照的である（99.199 個／124,892

個；79.4 %）。性選別精子は乳用種が優勢で

（84.4 %）、全回収例の 18.6 % に用いられた。

　2019 年における IVD 胚の移植の実績を表 5

に示す。IVD 移植可能胚の個数の減少はすべ

ての地域にみられた。しかしながら、凍結融解

胚の移植個数の全移植胚数に占める比率（60.8 % 

vs. 60.1 %；2018 年）や、実際に移植された生存

胚の総個数の比率（82.5 % vs. 82.2 %；2018 年）

に顕著な変化はみられなかった。超低温保存胚

の移植は、主に肉用種で多用されている（69.5 % 

vs. 50.6 %；乳用種）。

4．1．2　牛、IVP胚

　IVP 胚を報告している国の数は、2018 年の

29 ヵ国から 2019 年の 23 ヵ国に減少したが、

これは主にヨーロッパでの減少が原因である

（10 ヵ国 vs. 17 ヵ国；2018 年）。それでも、ヨー

ロッパの IVP 胚の個数はほとんど変化がない

（61,816 個 vs. 62,009 個；－0.3 %、2018 年 ）。

IVD 胚と IVP 胚の両者を報告している国の半

数（9/18）では、IVEP は胚の主要な供給源で

ある；これらの国は、2019 年に世界中で報告

された牛 IVP 胚の 88.7 % を生産している。

　2019 年における IVP 胚生産の実態を表 6

（OPU によって回収された卵子）と表 7（食肉

表 5　牛 IVD胚の地域別移植の実態
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処理場由来の卵巣から採取した卵子）に示す。

　2019 年の IVP 胚の個数は、2016 年から 2017

年にかけてみられた過去の増加率（＋48.9 %）

と比べて、2018 年（＋2.6 %）のゆっくりとし

た増加率を引き継ぎ、横ばいとなった（1,031,567

個 vs. 1,029,400 個；＋0.2 %、2018 年 ）。2018

年と比べると、ヨーロッパで＋0.3 %、北米で

＋4.2 %、南米で－4.0 % という具合に、主要な

代表地域の間でわずかな変化にとどまった。

　米国は 2018 年にみられた増加率（5.3 %）と

同 様 に、2019 年 で も 5.0 % の 増 加 を み せ、

IVEP で世界の頂点に立った。過去 5 年間にお

いて、米国の IVEP は 145 % 増加し、年当たり

平均 29.0 % であった。

　一方、IVP 胚の個数で世界 2 位のブラジルか

らの報告数は、2019 年には 13.1 % 減少した

（299,870 個 vs. 345,125 個；2018 年）。過去 3 年

間にわたってブラジルで販売された ET 用シー

ス管の数と胚の報告記録との差異が大きくなっ

ているので、未報告の ET 活動が増加したこと

を示唆している。特に、ブラジルの育種登録協

会に報告されていない交雑種の生産と関わって

いる。米国とブラジルの両国で、IVP 胚は乳用

種 由 来 が 優 勢 で あ る（ そ れ ぞ れ、58.8 % と

53.6 %）。

　OPU 実施前の FSH 投与による卵巣刺激は、

ヨーロッパ（39.0 % vs. 48.1 %；2018 年）およ

び北米（64.7 % vs. 66.9 %；2018 年）でわずか

に減少した。全体的には、FSH 投与による卵

巣刺激は肉用種（48.8 %）よりも乳用種（51.2 %）

表 7　食肉処理場由来卵巣から回収された卵子を用いた IVP胚生産（地域別）

表 6　OPUにより回収された卵子を用いた IVP胚生産（地域別）
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でわずかに多く用いられている。

　一方、食肉処理場由来の卵巣から吸引される

卵子を利用することによる IVP 胚の生産は、

わずかな部分を占めるにすぎない：ヨーロッパ

で 3.4 %、北米で 0.8 %、南米で 3.3 %、全体で

2.0 %。しかしながら、食肉処理場由来の卵巣

から吸引される卵子を利用することによる IVP

胚の全体の生産総数は 85.9 % 増加した（20,887

個 vs. 11,237 個；2018 年）。

　2019年におけるIVP胚の移植数を表8に示す。

　重要な変化は、IVEP 産業の進展にある。

　2019 年に実際に移植された IVP 胚の個数は、

生産された胚の個数が安定していたにも拘わら

ず（＋0.2 %）、2018 年と比較して増加した（そ

れぞれ、797,190 個［77.3 %］vs. 742,908 個［72.2 

%］）。この傾向は、すべての地域でみられた。

　移植された凍結融解 IVP 胚の割合は、2018

年の 26.8 % から 2019 年の 43.9 % に増加し、2013

年から 2017 年にみられた傾向が再び始まった

と思われる。凍結融解胚として移植された IVP

胚の割合は、アフリカで＋43.8 %、ヨーロッパ

で＋0.1 %、北米で＋13.2 %、大洋州で＋22.5 %、

南米で＋21.5 % で増加した。

　2019 年の性判別やゲノムタイピングのため

に顕微操作された胚のデータを表 9 に示す。

　2018 年と比較して、性判別された胚の個数

表 9　性判別 and/orゲノムタイピングのために顕微操作された牛胚の個数

表 8　地域別の牛 IVP胚の移植の実態
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は 32.3 % 減少したが、逆にゲノムタイピング

された胚の個数は 13.5 % 増加した。胚の顕微

操作を報告している国の数は従来から少ないの

で（2019 年で 7 ヵ国）、IVD 胚と IVP 胚の傾向

は個々の国からの報告数に大きく影響を受ける。

例えば、ゲノムタイピングされた IVD 胚の個

数の劇的な増加（＋275.2 %）およびゲノムタイ

ピングされた IVP 胚の個数の減少（－58.8 %）

は、ほとんどがオランダからにとどまる（6,137

個と 0 個 vs. 101 と 2,708 個；2018）。一方、カ

ナダは 2018 年と比較して、2019 年には IVD

胚あるいは IVP 胚の性判別された胚およびゲ

ノムタイピングされた胚が同じ割合であるが、

両者の総個数はそれぞれ 45.1 % および 45.3 %

減少した。

4．1．3　他の動物種

　2019 年に報告があった牛以外の動物種の IVD

胚と IVP 胚の個数を表 10（羊）、表 11（山羊）、

表 12（馬）および表 13（鹿、豚およびバッファ

ロー）に示す。

　羊に関するデータを報告してきた国の数がわ

表 10　羊：IVD胚および IVP胚の回収、生産と移植
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ずかに減少した（12 ヵ国 vs. 14 ヵ国；2018 年）。

それにも拘らず、2018 年と比較して、羊の IVD

胚と IVP 胚の個数はともに 2019 年では増加

を示した（それぞれ、22,374 個 vs. 17,353 個

［＋28.8 %］および 1,137 個 vs. 512 個［＋122.1 

%］）。

　IVP 胚は凍結融解胚として移植されたことは

なく、対照的に IVD 胚ではその 16.3 % が凍結

融解胚として移植された。ブラジルは IVD 胚

の個数（10,196 個）が最も多く、米国（914 個）

は IVP 胚では一番で、スペイン（142 個）がそ

れに続いた。

　2019 年は 2018 年に比べて、山羊の ET デー

タを報告している国の数は減少した（5 ヵ国 

vs. 7 ヵ国；2018 年）。しかしながら、羊でみら

れた現象と異なって、山羊の IVD 胚および

IVP 胚の両者の個数が減少した（それぞれ、

8,725 個と 748 個 vs. 8,804 個と 818 個；2018 年、

－0.9 % と－8.6 %）。2018 年と 2019 年に山羊の

ET データを報告している国の中で、IVD 胚の

個数はスペイン（＋320.9 %）、英国（＋96.2 %）、

米国（＋2.3 %）で増加し、カナダでは横ばい

（0.0 %）であり、ブラジル（－81.6 %）で減少

した。このように、個数の減少はひとつの傾向

なのか単にデータを報告している国での数値が

低いことを反映しているのかは明確でない。

　2018 年にみられたように、米国は生産した

山羊胚のほとんどが IVD 胚（7,714 個；88,4 %）

であるのに対して、スペインではすべてが IVP

胚（748 個；100 %）であった。

　2019 年における馬 ET 産業もまた、データ

を報告した国の数に減少がみられたのが特徴で

あった（11 ヵ国 vs. 15 ヵ国；2018 年）。しかし、

IVD 胚および IVP 胚の個数は増加した（それ

ぞれ、22,918 個 vs. 21,312 個［＋4.2 %］および

6,303 個 vs. 2,453 個［＋157.0 %］）。IVP 胚の個

数が顕著に増加したのは、主にイタリア（3,711

［＋159.3 %］）、 米 国（1,015［0；2018 年 ］） お

表 11　山羊：IVD胚と IVP胚の回収、生産と移植
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表 12　馬：IVD胚と IVP胚の回収、生産と移植

よびブラジル（1,566 個［＋157.0 %］）からの

報告数が増えたことによる。IVD 胚の大多数

は新鮮胚として移植されている（99.2 %）。お

もしろいことに、移植総数（＋4.7 %）が増え

たのにも拘わらず、移植された凍結融解 IVP

胚の個数は減少した（－70.0 %）。

　一方、2019 年には凍結融解された IVP 胚の

個数は2018年より多かった（1,230個 vs. 649個；

2018 年［＋89.5 %］）。平均して 1 回の子宮灌流

当たり 0.6 個の IVD 胚が回収されたが、一方、

1 回の OPU 当たりでは 10.8 個の卵子が回収さ

れた。

　カナダの ET チームのお蔭で、2018 年、ア

ルゼンチンのみから鹿の IVD 胚 38 個の報告が

あったのとは対照的に、2019 年にはアルゼン

チン以外の 5 ヵ国から計 3,959 個の鹿の IVD

胚の報告があった。

　また、363 個の豚 IVD 胚がカナダで回収され、

凍結融解胚としてフィリピンに輸出され、移植

された。

　2019 年は 2018 年と同様、バッファローに関

する ET 活動はルーマニアとイタリアだけから

報告があった。

4．1．4　輸出

　輸出された胚の個数を表 14 に示す。

　2018 年と比較して、2019 年にはより多くの

牛胚が輸出された（それぞれ、32,648 個 vs. 
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38,986 個［＋19.4 %］）。IVD 胚 で＋6.5 %、IVP

胚で＋73.5 % の増加であった。

　さらに、胚の輸出は、羊、山羊、馬および豚

で報告があった。

　輸出された牛 IVD 胚は乳用種で優勢（66.3 %）

であり、輸出された牛 IVP 胚のすべてが OPU

により回収された卵子由来であった。

4．2　これまでの年次変動と傾向

　過去 20 年間（2000 年～2019 年）の牛胚生産

（IVD 胚、IVP 胚、その合計）に係るこれまで

の年次変動を図 2 に示す。

　IVD 胚の個数は 2005 年以降、減少の傾向を

みせているので、IVEP の発展が総個数の増加

に大きく寄与している。2019 年の IVP 胚の個

数の増加分が IVD 胚にみられた減少分を埋め

合わせるほど十分でなかったために、結果とし

て 2014 年以降初めて総個数で減少した。

　各地域の IVP 胚および IVD 胚の個数の年次

変動を、それぞれ図 3 および図 4 に示す。

　10 年以上の間、南米、特にブラジルは IVP

胚の個数増加に大きく寄与してきた。しかしな

がら、過去 5 年間の北米における IVEP の急成

長によって、最終的に南米の個数を追い越して、

年当たり世界で報告される個数を 1,400,000 個

以上に押し上げた。

　2000 年から 2019 年の間の移植された凍結融

解 IVD 胚および IVP 胚の比率の推移を図 5 に

示す。

　IVEP が 2000 年初頭に一旦増加したが、凍結

IVD 胚の割合も平行して増加し、およそ 60 % で

安定している。一方、凍結 IVP 胚の使用は 2010

表 13　他の動物種：IVD胚と IVP胚の回収、生産と移植
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年まで減少したが、それ以降着実に増加を示し、

2019 年には 40 % を超えるに至った。

5． 考察

　2019 年における世界の ET 産業の数値は、

過去数年に報告された傾向と概ね一致した

（Viana, 2019）。

　牛 IVP 胚の個数は 1,000,000 個を超え、牛胚

の総個数の 72.2 % を占めた。IVP 胚の個数は、

羊と馬でも増加した。

　2019 年の ET 産業の特徴は、特定の国や地

域の ET 活動が将来の ET 産業に影響を及ぼす

ような事態（図3に示す。2000年代初頭に起こっ

た IVP 胚個数の増加）は起らなかった。

　一方、IVD 胚個数の減少（図 4）および実際

に移植された IVP 胚の比率ならびに凍結融解

胚の移植数の増加がすべての地域でみられ、全

世界で増える傾向が認められる。ET 産業の世

界中の収束傾向が分かれば、データの解釈およ

び将来的な ET 産業発展の予測を円滑に進める

ことができる。さらに、大洋州やアジアからの

未報告が原因となるデータ分析の偏りをなくす

ようにできる。

　IVEP を採用する国が増えていることと、

IVEP が持つ特徴は、この現象を説明している

かも知れない。小規模な地域の ET チームに

よって行われることが多い生体からの胚回収と

異なって（その地域の状況により大きく影響を

表 14　胚を輸出している国
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受けやすい）、IVEP は大規模な多国籍企業の

出現を後押しすることになった。これらの企業

は、国が異なっても似たような手順と方法で地

域に定着して行くようである。そして、ET 活

動のグローバリーゼーションの中で地域格差を

なくすようである。

　これとは対照的に、牛以外の動物種の IVEP

は牛と同じようにここ数年来実質的に増加して

いるが（2017 年から 2019 年の間；＋1,622.7 %；

羊、＋376.8 %；山羊、＋1,126.2 %＋馬）、報告

図 2　2000年から 2019年までの牛胚の個数の推移（IVD、IVP、その両者）

図 3　2000年から 2019年までの牛 IVP胚の生産個数の推移（地域別）
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は未だ数か国に限られており、地域格差がみら

れる。

　2019 年の総牛胚個数の減少は、IVEP 技術の

平準化と、これまでの過剰排卵と子宮洗浄によ

る胚回収の数の減少に起因しており、世界中の

ET 活動が後退していることを示している。実

際、IVD 胚の個数は 2005 年以降減少傾向にあ

り、減少幅は 2014 年以降に加速している。

図 4　2000年から 2019年までの牛 IVD胚の個数の推移（新鮮胚、凍結胚、その両者）

図 5　2000年から 2019年までに移植された牛凍結融解胚の IVD胚と IVP胚の比率
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　IVD 胚の個数が急激に減少したのは 2017 年

以降で、日本からのデータが欠如していること

に大きな原因がある（Viana, 2018）。2016 年、

日本は世界の IVD 胚個数の 17.8 % を生産して

いた。残念ながら、それ以降日本からの ET デー

タの報告がなく、減少割合は 2018 年の－4.2 %

から 2019 年の－17.5 % になった。2018 年まで、

IVD 胚の個数の減少は、初めは南米、その後

は北米における IVEP の増加によって補われて

いた。その結果として、胚の総個数は増加に転

じた（2019 年にはこの状況は起らなかった）。

　興味深いことに、IVEP が相対的に安定して

いるにも拘わらず、IVP 胚の移植数は 2019 年

に 7.3 % 増加して、IVD 胚の減少（－17.1 %）

を補っており、2018 年と比較して移植数（IVD

＋IVP）でわずか 1.1 % の減少に止まった。こ

の差は、実際に移植された IVP 胚の比率が増

加したことで説明がつき、廃棄され失われた胚

が少なくなったことを示しており、最終的に

IVEP は年月を経るにつれて効率が良くなった

ことを示している。

　凍結 IVP 胚の比率が並行して増加している

こともまた、超低温保存の成功は直接的に胚の

品質に依存していることから体外培養系におけ

る改善があったことを示唆している。

　要するに、これらの知見は全体的な胚の生産

におけるというよりも、むしろ IVEP 効率の変

化が ET 産業の現在の数字を押し上げているこ

とを示している。それと対照的なのが IVD 胚

で、回収回次ごとに回収される生存胚、凍結胚

の割合では過去 10 年間で顕著な変化はみられ

な い（6.4 と 60.8 % vs. 7.0 と 55.5 %；2010 年

［Stroud, 2011］）。

　過剰排卵技術と IVEP のテクノロジーの開発

における相違は、IVD 胚と IVP 胚で現在みら

れている多様な傾向を説明するかも知れない。

加えて、2019 年に輸出された牛胚の総個数の

27.3 % は IVP 胚であった。

　IVEP が世界レベルで胚の生産のために選ば

れる技術として過剰排卵に置き換わっているの

で、IVP 胚の国際流通の需要は成長を続け、胚

の品質基準および超低温保存の使用の必要性を

推し進めることになるだろう。
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訳者注：

①　原文中、“embryo industry” および “ET in­

dustry” は、いずれも「ET 産業」と訳した。

②　また、“embryo technology activity”、“em­

bryo activity” および “ET activity” は、す

べて「ET 活動」と訳した。

③　原文 Page11 の本文下から 4 行目の Figure 

4 は、和訳では Figure 5 と修正した。
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～シリーズ 飼養管理 1～

牛の繁殖性向上のための飼養管理
静岡県立農林環境専門職大学短期大学部　　

渡邉　貴之　　

　牛は単胎動物であることから、1回の人工授

精の結果は「受胎」か「不受胎」かのどちらか

となるため、受胎率（受胎した頭数 /人工授精

を実施した頭数）は牛群の繁殖性を示す重要な

指標となっています。乳牛は妊娠-分娩しなけ

れば牛乳が生産できませんし、繁殖和牛であれ

ば子牛はほぼ唯一の収入源となりますから、牛

を飼養している農場にとって、受胎率の向上は

重要な課題です。しかし、近年の乳用牛および

肉用牛の受胎率はどちらも低下傾向にあるとい

われています（家畜改良事業団 2021）。牛の受

胎率を向上させるためには、どうすればよいの

でしょうか。

　牛の繁殖形質には遺伝的要因も関与している

と考えられますが、遺伝的な影響については不

明な点が多く、これまで牛において繁殖性を指

針とした改良・選抜はそれほど行われてきてい

ません。このため、農場における牛の繁殖性向

上は、農場職員や人工授精師が関わる部分が大

きいと考えられます。例えば、繁殖牛の一覧表

を作成し、各繁殖牛の分娩後日数を把握したう

えで発情周期を確実にとらえるような、いわゆ

る繁殖管理はとても重要です。また、基本に忠

実に凍結精液を融解し、発情の状況を見極めて

授精適期に衛生的に人工授精を実施する等の人

工授精技術も重要です。

　しかし、交配の対象となる牛群で発情微弱や

無発情の牛が多くみられる場合、繁殖管理や人

工授精師の技術の問題ではなく、牛群の発情行

動を制限する何らかの要因、すなわち飼養管理

の影響が大きいと考えられます。人工授精師の

技術が良くても、牛が明瞭な発情行動を示して

くれない限り、人工授精を実施することはでき

ません（それでも実際には人工授精を実施せざ

るを得ない場面はあると思いますが）。このこ

とから、毎日の飼養管理は、繁殖管理や人工授

精技術の土台となると考えられます（図 1）。

　人工授精技術については、これまで多くのテ

キストやマニュアルが作られており、これらに

記載されている手技や手法を忠実に守ることが

重要です。しかし、繁殖性向上のための飼養管

理方法については、あまり紹介されていないと

図 1　繁殖性向上の概念
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思います。私はこれまで代謝プロファイルテス

ト（MPT）とよばれる血液生化学検査を主体

とした牛群の栄養診断方法を用いて、牛群の栄

養状態と繁殖性について検討してきました。そ

こで本稿では、繁殖和牛を中心に牛の繁殖性を

向上させるための飼養管理方法について、実際

の農場の血液検査結果などを踏まえながらご紹

介していきたいと思います。

1． 発情行動に影響を与える要因

　繁殖の第一歩は発情看視です。発情は乗駕許

容（スタンディング行動）で確認します（図 2）。

また、発情時は外陰部周辺に発情粘液が付着し

ていることも多くありますし、落ち着きが無く

なるためそわそわしたような行動が多くみら

れ、行動量が多くなります。現在では牛の行動

量や歩数から発情を検知して連絡してくれる発

情発見装置もあります（図 3）。このような装

置は発情看視の省力化が可能となることから、

かなり効果的だと考えられます。ただし、これ

ら装置を上手に利用しながらも、最後は人の目

で発情確認することをお勧めします。発情発見

率を発情発見装置と発情看視経験が長い人で比

較すると、人の方がまだ高いと思います。また、

もっと簡易な発情発見方法として、牛の十字部

周辺にマーカーを張り付けておき、乗駕許容の

際にマーカーが削れるあるいはつぶれることで

発情を確認する方法もあります（図 4）。発情

看視をする人は、発情行動だけでなく尾の付け

根上部付近のこすられ具合も指標にしますが、

これをよりわかりやすくしたものです。最近で

はマーカーの擦れ具合で授精適期が判定できる

ようなタイプもあります。

　しかし、このような装置や道具を補助として

使用した場合でも、発情発見率があまり高くな

らないこともあります。それは牛自体の発情行

動が微弱な場合です。牛の発情行動量が少なく

なる、いわゆる発情が弱いと、人による看視で

も発情発見装置を利用しても、発情発見率は低

下します。発情微弱牛が多い原因と人工授精技

図 2　歩数計による発情検知の例
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術は関係ありませんので、日々の飼養管理に問

題があるケースが多いと考えられます。発情行

動が弱くなる具体的な例を以下に挙げてみます。

　①　牛舎や敷料の状態

　牛舎の構造は少なからず牛の行動量に影響を

与えます。1頭あたりの面積が極端に狭い牛舎

や、床に障害物がある等により牛が行動しにく

い牛舎であれば、発情行動は抑制されます。ま

た、牛床の形状や敷料の状態も発情行動に影響

を与えます。床が滑りやすい状態では発情行動

図 3　歩数計による発情検知の例

図 4　発情発見の補助器具の例
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は弱くなる傾向があります（図 5）。

　②　蹄

　牛床の状況と同様に蹄の状態が悪ければ、発

情行動が鈍る傾向があります（図 6）。

　③　ストレス

　例えば、牛群内の社会的順位が低い牛は、発

情行動が弱いというご経験をお持ちの方は多い

と思います。この他にも ① や ② と関連してい

ますが、頭数に対して牛房が狭い、蹄が悪く立

ちにくい（あるいは痛い）、牛床が汚れてアン

モニア臭がきつい場合は、牛にストレスを与え

ていると考えられます（図 6）。

　④　栄養状態

　低栄養でやせてしまうと発情が弱くなるのは

ご理解いただけると思いますが、低栄養以外に

も発情行動が鈍くなる栄養状態があります。

　あげてみるとすごく当たり前の項目ばかりで

す。例えば、床の素材や蹄の状態、牛舎構造が

発情行動に影響を与えることは、比較的容易に

イメージできると思います。脚が痛い牛や、床

が滑るといった危険が多い牛舎で飼養されてい

図 5　牛房の飼養密度や敷料の重要性

図 6　牛にかかるストレスの例
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る牛は、普段の行動量も少なくなるため、発情

時の行動量もおのずと少なくなります。

　一方、栄養状態が原因の場合、どのような理

由で発情行動が鈍くなるのでしょうか。その原

因の一つといわれているのは、繁殖関連ホルモ

ンの分泌が低下するためといわれています。こ

のことを理解するためには、牛の栄養代謝の基

本を再確認する必要があります。

2． 牛の栄養代謝のしくみ…血糖

　牛は糖や脂肪をエネルギーとして利用してい

ます。図 7は牛の糖代謝の一部をまとめた図で

す。ヒトは摂取したデンプンなどの炭水化物を

分解して糖を作ります。一方、牛が摂取した炭

水化物は第一胃（ルーメン）内の微生物によっ

て揮発性脂肪酸（VFA）に分解されてしまう

ため、牛は外部から糖の原料を摂取しても吸収

することがほとんどできません。しかし、牛の

体内には糖が必要な箇所がいくつかあります。

例えば、赤血球は糖しかエネルギー源にできま

せんし、脳にとっても糖は重要なエネルギーと

なります。このため、牛は糖を自分で作り出し

ます。具体的にはルーメン内微生物が作り出し

たVFAのうち、プロピオン酸を原料として肝

臓で糖を作ります。また、エネルギー不足時に

はアミノ酸や貯蔵されているグリコーゲンを材

料として糖を作ります。このような働きは糖新

生と呼ばれており、牛の血糖はほぼ糖新生に依

存しています。ただし、牛の基本的なエネル

ギー源はVFAと呼ばれる脂肪ですので、糖は

必要最低限の量を作り出していると考えられま

す。そのため、牛はヒトなどの単胃動物に比べ

て血糖値が低い動物です（低血糖動物）。

　この血糖値が牛の繁殖系ホルモンである性腺

刺激ホルモン放出ホルモン（GnRH）と連動し

ていると考えられており2）、血糖値が低下する

と GnRH が抑制されてしまいます（図 8）。こ

のホルモンは卵胞を発育させるホルモンである

卵胞刺激ホルモン（FSH）や排卵を促す黄体形

成ホルモン（LH）を分泌させるホルモンです

ので、GnRHの分泌が低下すると排卵のタイミ

ングが遅くなったり、ひどくなれば無発情にな

ると考えられます。

3． 低血糖を予防するためには

　牛の血糖値はもともと低いのですが、エネル

図 7　血糖調整のしくみ
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ギー不足になるとさらに血糖値が低下します。

血糖値は生命維持に極めて重要です。特に脳は

糖を栄養源の一つにしているため、牛の体内は

低血糖を解消しようと調整を始めます。エネル

ギー不足の初期には肝臓に蓄えられていたグリ

コーゲンが分解されて糖になりますが、グリ

コーゲンの貯蔵量はそれほど多くありません。

そこで、次に副腎皮質ホルモンが全身の蛋白質

を分解して血糖値を上昇させます（図 8）。こ

の副腎皮質ホルモンを分泌させるように指示を

出す部位は、間脳視床下部や下垂体といった繁

殖系のホルモンを分泌する部位でもあります。

このため、血糖値の調整を優先させると、繁殖

系ホルモンの分泌は後回しになると考えられて

います。

　つまり、血糖値を下げないためには繁殖牛を

エネルギー不足にしないければ良いことになり

ます。しかし、繁殖牛を太らせておけばよいの

かというと、過肥牛の繁殖性が悪いことは皆さ

んご存じだと思います。また、単純にエサを増

やしたり太らせるだけでは牛の血糖値は逆に低

下してしまうことがあります。どのようなケー

スで牛の血糖値が変動するのか、次回もう少し

詳しくご紹介したいと思います。
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図 8　エネルギー不足と繁殖の関係
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国内情報

 

 

 

畜産統計（令和３年２月１日現在） 
 

－乳用牛、肉用牛、豚及びブロイラーの飼養頭羽数・出荷羽数は前回に比べ増加－ 
 
【調査（統計）結果の概要】 

１ 乳用牛及び肉用牛 

(1) 乳用牛 

飼養戸数は１万3,900戸で、前年に比べ500戸（3.5％）減少した。 

飼養頭数は135万6,000頭で、前年に比べ4,000頭（0.3％）増加した。 

なお、１戸当たり飼養頭数は97.6頭となった。 

 

(2) 肉用牛 

飼養戸数は４万2,100戸で、前年に比べ1,800戸（4.1％）減少した。 

飼養頭数は260万4,000頭で、前年に比べ４万9,000頭（1.9％）増加した。 

なお、１戸当たり飼養頭数は61.9頭となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○ 乳用牛及び肉用牛については、牛個体識別全国データベース、乳用牛群能力検定成績及び畜産統計

調査（過去データ）の情報により集計する加工統計として取りまとめた。 

○ 乳用牛及び肉用牛の区分は、品種（乳用種、肉用種及び交雑種）による区分ではなく、利用目的に

よる区分としている。従って乳用牛とは搾乳を目的として飼養している牛をいい、肉用牛とは肉用を

目的として飼養している牛をいう。 
 

   本資料は、農林水産省ホームページ「統計情報」の次のURLから御覧いただけます。 

     【 https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/tikusan/index.html#y 】 

　　　注：１　令和２年以降は、牛個体識別全国データベース等の行政記録情報

　　　注：１及び関係統計を用いて集計した加工統計である（以下同じ。）。

　　　注：２　平成31年（新）は、令和２年と同様の集計方法により作成した参

　　　注：２考値である（以下同じ。）。

　　　注：３　平成30年及び平成31年（旧）は畜産統計調査に基づく統計結果で

　　　　注：３ある（以下図２において同じ。）。
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図１ 乳用牛の飼養戸数・頭数の推移（全国） 図２ 肉用牛の飼養戸数・頭数の推移（全国） 
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◎ 調査（統計）結果の主な利活用 
・ 食料需給表における飼料自給率の算定のための資料 

・ 酪農及び肉用牛生産の近代化を図るための基本方針における飼養頭数目標の 

策定のための資料                               

・ 加工原料乳生産者補給金制度における限度数量の算定のための資料（乳用牛） 

 
 ◎ 累年データ 
 
    １ 乳用牛の飼養戸数・頭数        ２ 肉用牛の飼養戸数・頭数 

 
    

 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

１戸当たり １戸当たり

経産牛頭数 飼養頭数 肉用種頭数 飼養頭数

戸 千頭 千頭 頭 戸 千頭 千頭 頭

平成 24 年 20,100 1,449 943 72.1 平成 24 年 65,200 2,723 1,831 41.8

25 19,400 1,423 923 73.4 25 61,300 2,642 1,769 43.1

26 18,600 1,395 893 75.0 26 57,500 2,567 1,716 44.6

27 17,700 1,371 870 77.5 27 54,400 2,489 1,661 45.8

28 17,000 1,345 871 79.1 28 51,900 2,479 1,642 47.8

29 16,400 1,323 852 80.7 29 50,100 2,499 1,664 49.9

30 15,700 1,328 847 84.6 30 48,300 2,514 1,701 52.0

31 （旧） 15,000 1,332 839 88.8 31 （旧） 46,300 2,503 1,734 54.1

31 （新） 14,900 1,339 841 89.9 31 （新） 45,600 2,527 1,751 55.4

令和 ２ 14,400 1,352 839 93.9 令和 ２ 43,900 2,555 1,792 58.2

３ 13,900 1,356 849 97.6 ３ 42,100 2,604 1,829 61.9

年　次 飼養戸数 飼養頭数 年　次 飼養戸数 飼養頭数

資料：農林水産省統計部「畜産統計」（以下５まで同じ。）
注：　平成24年から平成31年（旧）までは畜産統計調査に基づく
注：統計結果である（以下２において同じ。）。
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◎ 関連データ 

 
          １ 生乳生産量                          ２ 生乳価格指数 

          

 

    ３ 全国の成牛と畜頭数及び卸売価格の推移        

           

          

                

 

          

      

単位：万ｔ

生 乳 生 産 量

平成 28年 739

29 728

30 729

令和 元 731

２ 744

年　　次

資料：農林水産省統計部「牛乳乳製品統計」

平成27年＝100

価　格　指　数

平成 28年 101.5

29 103.0

30 103.7

令和 元 105.6

２（概数） 106.2

年　　次

資料：農林水産省統計部「農業物価統計」

 資料：農林水産省統計部「畜産物流通統計」

 注：１　卸売価格は、去勢B-3・2規格

 注：２　令和２年から令和３年は概数である。
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【調査（統計）結果】 

１ 乳用牛及び肉用牛 

(1) 乳用牛（統計表16～31ページ参照） 

ア 乳用牛の飼養戸数は１万3,900戸で、前年に比べ500戸（3.5％）減少した。 

飼養頭数は135万6,000頭で、前年に比べ4,000頭（0.3％）増加した。飼養頭数の

内訳をみると、経産牛は84万9,300頭で、前年に比べ10,400頭（1.2％）増加した。 

また、未経産牛は50万7,000頭で、前年に比べ6,400頭（1.2％）減少した。 

なお、１戸当たり飼養頭数は97.6頭となった。 

 

表１ 乳用牛の飼養戸数・頭数（全国） 

 

 

イ 乳用牛の成畜（満２歳以上の牛）飼養頭数規模別にみると、飼養戸数は前年に比

べ「100～199頭」及び「200頭以上」の階層で増加したが、これら以外の階層で減少

した。 

飼養頭数は前年に比べ「100～199頭」及び「200頭以上」の階層で増加したが、こ

れら以外の階層では減少した。 

なお、成畜飼養頭数規模別の飼養頭数割合は、「100～199頭」及び「200頭以上」

の階層で全体の約５割を占めている。 

 

表２ 乳用牛の成畜飼養頭数規模別飼養戸数・頭数（全国） 

 

 

小  計 搾乳牛 乾乳牛
戸 千頭 千頭 千頭 千頭 千頭 頭

実 数
令和２年 14,400 1,352.0 838.9 715.4 123.5 513.4   93.9

令和３年 13,900 1,356.0 849.3 726.0 123.3 507.0   97.6

対前年比 (％)
３／２ 96.5 100.3 101.2 101.5 99.8 98.8 3.7

注：　数値については、表示単位未満を四捨五入したため、合計値と内訳の計が一致しない場合がある（四捨五入の方法に

注：ついては14ページを参照。以下表15まで同じ。）。

注：　1）は対前年差である。

区　　　分 飼養戸数

飼　　　　養　　　　頭　　　　数 
１戸当たり
飼養頭数計

経 産 牛
未経産牛

1）

実 数 戸 14,000 2,890 1,880 3,500 2,870 952 1,400 561 288

〃 13,500 2,730 1,740 3,280 2,820 946 1,420 610 316

対前年比 ％ 96.4 94.5 92.6 93.7 98.3 99.4 101.4 108.7 109.7

構 成 比 〃 100.0 20.2 12.9 24.3 20.9 7.0 10.5 4.5 2.3

実 数 千頭 1,339.0 62.9 70.2 206.2 269.6 128.5 279.0 322.3 228.4

〃 1,340.0 59.6 63.4 190.6 264.3 127.6 280.9 353.5 254.0

対前年比 ％ 100.1 94.8 90.3 92.4 98.0 99.3 100.7 109.7 111.2

構 成 比 〃 100.0 4.4 4.7 14.2 19.7 9.5 21.0 26.4 19.0

注：１　学校、試験場等の非営利的な飼養者を含む。
　　２　飼養頭数は、子畜（２歳未満の牛で、分べん経験のない牛）を含む全ての乳用牛である。
　　３　割合については、単位未満を四捨五入したため、内訳の計が100％とならない場合がある（以下表15まで同じ。）。

飼 養 戸 数

 ３／２

飼 養 頭 数

 ３／２

区　　　分

令和２年

令和３年

令和２年

令和３年

令和３年

単
位

成 畜 飼 養 頭 数 規 模

計 １～19頭 20 ～ 29 30 ～ 49 50 ～ 79 80 ～ 99 100～199
200頭
以上

300頭
以上

令和３年
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ウ 全国農業地域別にみると、乳用牛の飼養戸数は、前年に比べ全ての地域で減少し

た。 

飼養頭数は、前年に比べ北海道、近畿、中国及び沖縄で増加したが、これら以外

の地域では減少した。 

なお、地域別の飼養頭数割合は、北海道が全国の約６割を占めている。 

 

表３ 乳用牛の全国農業地域別飼養戸数・頭数 

 

 

(2) 肉用牛（統計表32～55ページ参照） 

ア 肉用牛の飼養戸数は４万2,100戸で、前年に比べ1,800戸（4.1％）減少した。 

飼養頭数は260万4,000頭で、前年に比べ４万9,000頭（1.9％）増加した。飼養頭

数の内訳をみると、肉用種は182万9,000頭で前年に比べ３万7,000頭（2.1％）増加

した。このうち、子取り用めす牛は63万2,800頭で、前年に比べ１万800頭（1.7％）

増加した。 

また、乳用種は77万5,200頭で前年に比べ１万1,800頭（1.5％）増加した。 

なお、１戸当たり飼養頭数は61.9頭となった。 

 

表４ 肉用牛の飼養戸数・頭数（全国） 

 
 

  

関 東
・

東 山

実 数 戸 14,400 5,840 2,080 284 2,710 607 434 629 305 1,410 66

〃 13,900 5,720 2,010 267 2,570 587 412 601 288 1,360 64

対前年比 ％ 96.5 97.9 96.6 94.0 94.8 96.7 94.9 95.5 94.4 96.5 97.0

全国割合 〃 100.0 41.2 14.5 1.9 18.5 4.2 3.0 4.3 2.1 9.8 0.5

実 数 千頭 1,352.0 820.9 99.2 12.4 172.4 48.5 24.6 47.6 16.9 105.5 4.3

〃 1,356.0 830.3 98.3 12.3 170.5 47.6 24.7 47.7 16.7 104.0 4.3

対前年比 ％ 100.3 101.1 99.1 99.2 98.9 98.1 100.4 100.2 98.8 98.6 101.4

全国割合 〃 100.0 61.2 7.2 0.9 12.6 3.5 1.8 3.5 1.2 7.7 0.3

注：沖縄の飼養頭数の対前年比は、小数第２位までの実数をもとに算出している。

飼 養 戸 数

 ３／２

飼 養 頭 数

北 陸 東 海区　　分 単位 全 国 北海道

 ３／２

九 州 沖 縄近 畿 中 国 四 国東 北

令和２年

令和３年

令和３年

令和２年

令和３年

令和３年

子取り用
めす牛

小　　計
ホルスタ
イン種他

交雑種

戸 千頭 千頭 千頭 千頭 千頭 千頭 頭
実 数

令和２年 43,900 2,555.0 1,792.0 622.0 763.4 267.9 495.4 58.2

令和３年 42,100 2,604.0 1,829.0 632.8 775.2 249.4 525.7 61.9

対前年比 (％)
３／２ 95.9 101.9 102.1 101.7 101.5 93.1 106.1 3.7

注：1）は対前年差である。

区　　　分 飼養戸数

飼　　　　養　　　　頭　　　　数

１戸当たり
飼養頭数計 肉用種

乳　　　用　　　種

1）
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イ 肉用牛の総飼養頭数規模別にみると、飼養戸数及び飼養頭数は、ともに前年に比

べ「１～４頭」、「５～９頭」、「10～19頭」及び「20～29頭」の階層で減少したが、

これら以外の階層では増加した。 

なお、総飼養頭数規模別の飼養頭数割合は、「500頭以上」の階層が全体の約４割

を占めている。 

 

表５ 肉用牛の総飼養頭数規模別飼養戸数・頭数（全国） 

 

 

ウ 全国農業地域別にみると、肉用牛の飼養戸数は、前年に比べ全ての地域で減少し

た。 

飼養頭数は、前年に比べ北陸及び四国で減少したが、これら以外の地域では増加

した。 

なお、地域別の飼養頭数割合は、九州が全国の約４割を占めている。 

 

表６ 肉用牛の全国農業地域別飼養戸数・頭数 

 
 

  

実 数 戸 43,900 10,700 8,890 8,070 4,010 4,020 3,920 2,180 1,400 743 

〃 42,100 9,700 8,260 7,770 3,880 4,130 3,950 2,210 1,420 764 

対前年比 ％ 95.9 90.7 92.9 96.3 96.8 102.7 100.8 101.4 101.4 102.8 

構 成 比 〃 100.0 23.0 19.6 18.5 9.2 9.8 9.4 5.2 3.4 1.8 

実 数 千頭 2,555.0 28.7 63.4 117.3 101.5 161.5 286.8 317.6 436.9 1,042.0 

〃 2,604.0 26.1 59.2 113.7 98.6 166.2 290.6 322.0 445.0 1,083.0 

対前年比 ％ 101.9 90.9 93.4 96.9 97.1 102.9 101.3 101.4 101.9 103.9 

構 成 比 〃 100.0 1.0 2.3 4.4 3.8 6.4 11.2 12.4 17.1 41.6 

注：学校、試験場等の非営利的な飼養者を含む。

飼 養 戸 数

 ３／２

飼 養 頭 数

 ３／２

区　　　分
単
位

　総　　  　飼　　  　養　　  　頭　 　 　数　　 　 規　 　　 模

計 １～４頭 ５ ～ ９ 10 ～ 19 20 ～ 29 30 ～ 49 50 ～ 99 100～199 200～499
500頭
以上

令和３年

令和２年

令和３年

令和３年

令和２年

令和３年

関 東
・

東 山

実 数 戸 43,900 2,350 11,100 343 2,790 1,100 1,500 2,430 667 19,300 2,350

〃 42,100 2,280 10,500 340 2,660 1,070 1,450 2,310 645 18,500 2,250

対前年比 ％ 95.9 97.0 94.6 99.1 95.3 97.3 96.7 95.1 96.7 95.9 95.7

全国割合 〃 100.0 5.4 24.9 0.8 6.3 2.5 3.4 5.5 1.5 43.9 5.3

実 数 千頭 2,555.0 524.7 334.5 21.7 272.4 121.8 89.1 124.3 59.9 927.1 79.7

〃 2,604.0 535.8 335.1 21.1 277.1 122.2 90.4 128.3 59.6 952.5 81.9

対前年比 ％ 101.9 102.1 100.2 97.2 101.7 100.3 101.5 103.2 99.5 102.7 102.8

全国割合 〃 100.0 20.6 12.9 0.8 10.6 4.7 3.5 4.9 2.3 36.6 3.1

九 州 沖 縄

飼 養 戸 数

 ３／２

飼 養 頭 数

北 陸 東 海 近 畿 中 国 四 国区　　分 単位 全 国 北海道 東 北

令和３年

令和２年

令和３年

令和３年

令和２年

令和３年

 ３／２
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2021-8 月乳用種雄牛評価成績より 
NTP 第 4 位にシルバー息牛がデビュー！ 

コマンダー息牛及びデイ息牛も新規選抜！！ 
J-Sire からマウイ息牛も登場！

　令和 3年 8月 3日、独立行政法人家畜改良セ
ンターから、乳用種雄牛評価成績 2021-8 月が
公表され、当団からは「プレジデント」、「トレ
ンデイ」、「クオーツ」の 3頭が新たなメニュー
に加わりました。また、J-Sire から待望の新規
牛「トムバツク」が選抜されました。
　今回の評価より暑熱耐性の遺伝的能力評価が
開始されました。暑熱耐性の遺伝的能力評価
は、暑熱ストレスに対する耐性を表す指数で、
評価値が高いほど暑熱環境における乳量の低下
量が少なく、体細胞スコアや繁殖性などの影響
を受けにくい傾向があります。
　なお、「プレジデント」と「トムバツク」は
性選別精液（Sort90）の供給を予定しておりま
すので、販売が開始された際には是非ともご利
用ください。

JP5H57864
プラスフジ　プレジデント ET

　「プレジデント」（シルバー×マツセイ×ス
ノーマン）は、数々の種雄牛を輩出した「シヨ
トル　メイ」ファミリーから誕生し、2021-8
月評価成績においてNTP第 4 位で選抜されま
した。本牛の特徴として乳成分率がオールプラ
スであり、産乳成分（第 4位）と長命連産効果
（第 9位）に優れています。特に乳脂肪量と乳
脂肪率の改良力は、国内トップの能力を有して
おります。さらに、サイズは中程度で理想的な
後肢構造に加え、後乳房の高さと幅に魅力を
持った 1頭です。

事 業 団 便 り

乳用種雄牛評価成績 2021-8月（NTP40以内）
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JP5H57711
H. L　ボーマツズ　トレンデイ

　「トレンデイ」はコマンダー×ジエラード×
マセラテイというユニークな血統構成を有し、
NTP第 16 位で選抜されました。本牛の特徴は
泌乳能力の高さです。乳代効果（第 3位）、乳
量（第 4位）、さらには産乳成分（第 7位）に
優れています。また、高乳量を支えるための力
強いフレームと乳用強健性（第 6位）の高さも
持ち合わせており、まさに牧場経営の収益アッ
プに大きく貢献する 1頭となっております。

JP5H57914
オムラ　クオーツ

　「クオーツ」（デイ×アルタオーク×オースタ
イル）は、ゲノミック評価の高さから全米の注
目を集めた「エロイ」ファミリーから誕生し、
NTP第 30 位で選抜されました。本牛は、今回
の評価成績より新たに加わった暑熱耐性に優れ
ており（第 4位）、暑熱ストレスに強い特徴が
あります。そのため、泌乳持続性（第 7位）が
高く、体細胞スコア（第 10 位）も低く、疾病
繫殖成分（第 8位）に優れています。さらに、
乳房の付着も良く、特に前乳頭の配置が理想的
かつ、後乳頭の配置も外付きでまさにロボット
搾乳に適応可能な一面も持っています。

JP2H58027
NLBC　マウリツツ　トムバツク

　「トムバツク」（マウイ×マツセイ×スノーマ
ン）は、J-Sire から NTP第 15 位で選抜されま
した。本牛の特徴として乳量（第 10 位）が非
常に高く、乳蛋白質量（第 5位）、無脂固形分
量（第 10 位）も優れており、抜群の収益性が
期待できます。付着の強い乳器と理想的な蹄の
角度を有し、生涯生産性の向上も魅力の 1頭で
す。さらに、管理形質にも優れ、気質の良さ、
在群能力の高さ、泌乳持続性も良好です。
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本協会だより

1．令和 3年度事業推進ブロック会議

　本年度の事業推進ブロック会議は、COVID-19

感染拡大の影響により、すべて中止となり、連

絡ならびに報告事項は書面により行いました。

2．第 50回家畜人工授精優良技術発表全国大会

開催について

　第 50 回優良技術発表全国大会は、令和 3年

度第 1 回理事会の承認を得て令和 4 年 2 月 14

日（月）に日経ホール（東京都千代田区大手町）

で開催することとしておりました。しかし、

COVID-19 の感染の収束が見込めず、これまで

通りの開催は非常に難しい状況にあります。

　そこで、今大会の開催もオンライン（録画配

信）で行うことといたしました。

　昨年度に引き続き、録画配信による開催に当

たっては、何かと行き届かない点も多々あるか

とは存じますが、多くの皆様に視聴をしていた

だきたいと存じます。

　現在、開催に向けた準備を進めております

が、大会の概要をお知らせいたします。

　なお、本大会の開催の一部は JRA日本中央

競馬会の特別振興資金の助成を受けております

ことを申し添えます。

　（1）開催方法

　本大会はオンライン開催とし、発表は録

画配信とします。

　会員の皆様にはパスワードを別途連絡い

たします。

　（2）開催日時

　視聴期間は令和 4年 2 月 14 日（月）～

21 日（月）の一週間とします。

　期間中は、24 時間いつでもご覧になれ

ます。

　（3）開催場所

　オンライン開催ですので、皆様の PC・

スマホ・タブレット等からご視聴ください。

オンライン入り口は、日本家畜人工授精師

協会ホームページに設置します。

　（4）優良技術発表演題数

　最大 11 題

　（5）西川賞授与

　優秀発表者 2名に西川賞を授与いたしま

す。

　（6）発表要旨

　今大会は、例年の発表要旨集を配布いた

しません。発表原稿は、機関誌「家畜人工

授精」第 313 号（令和 4年 4月号）から順

次掲載いたします。

　（7）その他

　発表内容に対する質疑が受けられるよ

う、コメント欄を準備いたします。

　録画内容は、ダウンロード禁止措置を設

定いたします。
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あ　と　が　き

　本協会では、人工授精ならびに胚移植の受胎率向上を目指し、超音波検査技術の導

入を進めています。

　知識としては知っていても実際には画像を見たことがない、あるいは機器導入など

施設面の充足には至っていないなど様々な状況にあるかと思いますが、今号では超音

波検査技術について特集を組みました。

　静止画像ではイメージが付きにくいかもしれませんが、極力きれいな画像をお示し

したいと考え、本文に掲載されている写真を口絵でも紹介いたしましたので、参考と

なれば幸いです。

　また、新型コロナウイルスが収束できない中で研修会等の開催は難しいところです

が、今年度も超音波検査に係る研修会の開催に努め、一人でも多くの技術者の皆様に

実体験をしていただきたいと考えています。

　前号に引き続き、日本胚移植技術研究会のご厚意により、全世界の胚移植の統計

（2019 年）を掲載いたしました。

　受胎率向上のための新たな技術を導入することを促進していますが、人工授精も胚

移植も成果を数値として捉える必要性があると感じています。

ホームページ　http:/aiaj.lin.gr.jp/
メールアドレス　info@aiaj.lin.gr.jp/
�
  令和 3年 9月 27日　印刷
  令和 3年 9月 30日　発行
  家畜人工授精　　第 311 号
  発行所　東京都江東区冬木 11-17
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  　　　　一般社団法人　日本家畜人工授精師協会
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